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開
館
三
〇
周
年
に
よ
せ
て

　今
年
、高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
は
、開
館
三
〇

周
年
を
迎
え
ま
す
。多
く
の
市
民
、県
民
そ
し
て
研
究

者
の
皆
様
の
御
支
援
の
賜
で
あ
り
、心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　自
由
民
権
記
念
館
は
、高
知
市
制
一
〇
〇
周
年
を

記
念
し
て
建
設
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
建
設
に
は
、「
自

由
民
権
記
念
館
建
設
期
成
会
」の
皆
様
の
粘
り
強
い
市

民
運
動
と
、全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た「
民
権
百

年
」の
熱
気
に
後
押
し
を
い
た
だ
き
、完
成
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　平
成
二
年
四
月
に
開
館
し
た
自
由
民
権
記
念
館
は

こ
の
三
〇
年
の
間
、資
料
収
集
・
保
存
・
展
示
・
情
報
提

供
を
始
め
、様
々
な
活
動
を
行
い
、自
由
民
権
運
動
や

高
知
の
近
代
資
料
の
宝
庫
と
し
て
、資
料
保
存
機
関
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、多
く
の
人
々
の
知
的
要
求

に
応
え
て
き
ま
し
た
。

　高
知
は
、坂
本
龍
馬
の
活
躍
を
始
め
と
す
る
幕
末
維

新
の
諸
々
の
出
来
事
が
大
変
有
名
で
あ
り
ま
す
が
、全

国
の
自
由
民
権
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
土
佐
の
自
由
民

権
運
動
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る
重
要
性
と
教
訓
を
残
し

て
お
り
、正
に
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　幕
末
維
新
一
五
〇
年
の
事
業
は
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
が
、次
は「
民
権
一
五
〇
年
」で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。そ
れ
は
自
由
民
権
運
動
の
調
査
研
究
を
一
層

推
進
す
る
と
と
も
に
、人
権
・
憲
法
・
国
家
・
地
方
自
治

等
の
在
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、議
論
す
る
機
会
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　現
在
、自
由
と
民
主
主
義
の
価
値
が
全
世
界
で
問
い

直
さ
れ
て
い
ま
す
。自
由
民
権
運
動
は
、歴
史
に
学
び
未

来
を
切
り
開
く
た
め
に
、汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
経
験
と
教

訓
を
残
し
て
い
ま
す
。

　自
由
民
権
記
念
館
は
、こ
の「
民
権
一
五
〇
年
」の
一

翼
を
担
っ
て
い
く
使
命
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　多
く
の
市
民
、県
民
、全
国
の
研
究
者
の
皆
様
の
よ

り
一
層
の
御
理
解
・
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
知
市
長

　岡
﨑

　誠
也
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「Ｕ字工事」さん 来館

トピックス

■市制130周年記念企画展 
「町並みと暮らし展
－地図と写真でたどる高知市－」

会場：２階特別展示室
※常設展観覧券が必要

開催中～4月5日（日）

申込不要
申込不要

■夏休み子ども歴史教室
小中学生が、館内で自由民権運動に関する
クイズラリーに挑戦
※学校を通じて申込受付

７月下旬予定

◆自由民権記念館友の会総会・記念講演会
「近代文学の夜明け－
土佐の山間から自由の主張」

講師：川島禎子氏
　　  （高知県立文学館主任学芸員）
会場：１階研修室
※友の会総会 13:30～15:00

4月29日（水・祝）15:10～17:00
高知市制100周年記念シンボルキャラクター
「自由な私」岡本太郎画／当館蔵

□ 第101回高知近代史研究会報告 
　 「絵馬にみる土佐の庶民文化」
□ 「全国みんけん連」第1回大会レポート
□ 企画展「“漫画”が描いた明治の時代」
□ 第20回社会科自由研究作品展報告

500円（税込）　その土地ならではの穴場を探す紀行番組「ザ・穴場ツアー」の撮影で、
Ｕ字工事さんが来館しました。今回、高知編の穴場として取り上げられた
のは、鏡川の河口付近に浮かぶ小島、丸山台。自由民権運動とも縁が深
い丸山台について調べるた
めに、２人が当館を訪れまし
た。ヨーロッパから帰った板
垣退助が高知へ戻ってきた
際、盛大な帰国歓迎会が開
かれた丸山台付近の写真
などを通じて、その歴史に
触れていただきました。

『遺跡が語る高知市の歩み　高知市史考古編』
高知県出版文化賞・特別賞を受賞
　高知市史編さん委員会考古部会の調査研
究成果をまとめた本書が、令和元年度（第64
回）高知県出版文化賞・特別賞を受賞しまし
た。『絵図・地図編』『民俗編』に続く第３弾で、
先史時代から近現代に至るまで、最新の発
掘調査を元に、考古学から見た高知の歴史
を描いています。当館でも販売中ですので
ぜひ御一読ください。

またまた「泥めんこ」出現
　「自由のともしび」№86の資料紹介でも取り上げた「泥め
んこ」ですが、2019（令和元）年に実施された横堀公園（高
知市菜園場町）の発掘調査においても、泥めんこなどの玩
具が多く出土しました。
　ここ５～６年の発掘調査で
「自由」「板垣」といった泥め
んこが、旧高知城下の方々
で散見されたことは、大変
興味深いところです。

■企画展
「  漫画”が描いた明治の時代」
会場：２階特別展示室
※常設展観覧券が必要

4月25日（土）～2021（令和3）年3月28日（日）

”

■高知近代史研究会第102回研究会
　企画展「  漫画”が描いた明治の時代」
　記念講演会
「「汗血千里の駒」の挿絵画工
   山﨑年信の画業」
講師：中村茂生氏
　　  （高知近代史研究会会員）
会場：１階民権ホール

5月30日（土）14:00～16:00
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　二
〇
二
〇（
令
和
二
）
年
一
月
一
八
日
、
第
一
〇
一
回

高
知
近
代
史
研
究
会
で
報
告
し
た
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
八
月
、
今
か
ら
三
〇
年
近
く
前

に
自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
「
絵
馬
に
み
る
土
佐
の

歴
史
と
く
ら
し
展
」
は
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
高
知
県

の
民
俗
学
者
・
高
木
啓
夫
先
生
の
調
査
成
果
を
も
と
に
、
当

時
は
若
手
だ
っ
た
筒
井
秀
一
学
芸
員
（
現
自
由
民
権
記
念

館
長
）
が
中
心
に
な
っ
て
実
現
し
た
企
画
展
で
あ
る
。
絵
馬

殿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
木
材
を
組
み
上
げ
た
展
示
室
内
に

一
〇
〇
点
を
超
え
る
絵
馬
が
び
っ
し
り
飾
ら
れ
て
お
り
圧
巻

だ
っ
た
。

　
と
り
わ
け
私
の
目
を
釘
付
け
に
し
た
の
は
、
明
治
時
代
の

風
景
や
仕
事
を
描
い
た
絵
馬
で
あ
る
。
明
治
以
前
の
土
佐
人

の
く
ら
し
を
描
い
た
絵
画
や
写
真
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か

し
、
絵
馬
に
は
当
時
の
人
々
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
土
佐
湾
で
行
わ
れ
る
多
様
な
漁
と

大
漁
を
喜
ぶ
漁
師
た
ち
、
例
え
ば
川
や
軌
道
に
よ
っ
て
奥
山

の
木
材
を
運
び
だ
す
山
師
た
ち
、
例
え
ば
大
勢
の
人
が
集
ま

る
祭
り
の
日
の
に
ぎ
わ
い…

、
た
だ
の
絵
な
の
に
人
々
の
声

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料

館
で
開
催
し
た
「
維
新
が
変
え
た
庶
民
の
く
ら
し
＿
絵
馬
や

民
具
か
ら
読
み
解
く
高
知
の
近
代
＿
」
は
、
そ
の
時
の
興
奮

の
一
部
で
も
味
わ
っ
て
欲
し
い
と
企
画
し
た
展
示
会
だ
っ
た
。

自
由
民
権
記
念
館
で
展
示
さ
れ
て
い
た
絵
馬
も
お
借
り
し
た
。

　
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
の
酒
造
家
図
絵
馬
（
琴
平
神

社
蔵
）
に
は
、
酒
造
り
の
様
子
と
と
も
に
、
前
の
道
路
を
行

き
交
う
、
馬
や
車
力
、
担
い
棒
、
人
力
車
な
ど
の
姿
が
描
か

れ
て
い
る
。
他
に
も
電
柱
や
ガ
ス
灯
風
の
明
か
り
も
見
え
、

近
代
化
が
進
む
時
代
の
雰

囲
気
を
実
感
で
き
る
。

　「
絵
馬
」
展
で
展
示
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
絵
馬
に
、

香
美
市
土
佐
山
田
町
間
の

直
会
絵
馬
（
一
八
七
九
（
明

治
一
二
）
年
、須
賀
神
社
蔵
）

が
あ
る
。
神
事
の
後
の
宴

会
で
老
若
男
女
が
杯
を
傾

け
ご
馳
走
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
皿
鉢
を
囲
む
人
や

箸
拳
に
興
じ
る
人
な
ど
、

明
治
時
代
は
じ
め
の
「
土

佐
の
お
き
ゃ
く
」
の
絵
画
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。（
写
真
１
）

　
小
さ
な
子
供
の
髪
型
に
も
目
を
引
か
れ
る
。
頭
頂
部
と
、

耳
の
手
前
、
そ
し
て
首
筋
を
残
し
て
そ
り
上
げ
て
い
る
の
だ
。

不
思
議
な
髪
型
だ
が
、土
佐
の
民
俗
学
者
・
桂
井
和
雄
氏
の「
爺

髪
へ
の
疑
問
」
に
よ
る
と
、
子
供
の
首
の
後
ろ
の
う
な
じ
の

窪
み
（
盆
の
窪
）
の
髪
を
そ
り
残
す
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

乳
幼
児
が
川
に
落
ち
た
り
、
囲
炉
裏
に
落
ち
た
り
し
た
時
、

オ
ブ
の
神
が
こ
の
髪
を
持
っ
て
引
き
上
げ
て
く
れ
る
か
ら
だ

と
言
う
伝
承
も
あ
る
（
津
野
町
芳
生
野
）。
香
南
市
（
旧
香
我

美
町
）
山
北
で
は
、
盆
の
窪
と
両
鬢
、
頭
の
い
た
だ
き
な
ど

に
髪
を
残
す
と
あ
り
、
ま
さ
に
絵
馬
の
子
供
の
髪
型
に
一
致

す
る
。
絵
馬
の
情
報
の
精
度
に
驚
か
さ
れ
る
。
絵
馬
恐
る
べ

し
だ
。

　
そ
の
一
方
、絵
馬
は
所
詮
絵
で
あ
る
と
の
認
識
も
必
要
だ
。

　
明
治
の
風
俗
を
散
り
ば
め
た
酒
造
家
図
絵
馬
が
、
南
国
市

琴
平
神
社
や
高
知
市
介
良
の
朝
峯
神
社
な
ど
に
あ
る
。
電
柱

や
車
力
、
郵
便
配
達
の
逓
送
員
な

ど
、
近
代
的
な
要
素
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
同
じ
一
九
〇
九
（
明
治

四
二
）
年
の
絵
馬
を
見
比
べ
て
奇

妙
な
こ
と
に
気
づ
い
た
。（
写
真

２
・
３
）
逓
送
員
や
買
い
物
客
の

女
性
が
判
を
押
し
た
よ
う
に
同
じ

ポ
ー
ズ
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
配

置
が
異
な
っ
て
い
る
。
酒
屋
の
店

先
の
賑
わ
い
は
実
景
を
写
し
た
も

の
で
は
な
い
の
だ
。
絵
馬
の
絵
が

写
真
で
は
な
い
こ
と
は
、
絵
馬
か

ら
歴
史
や
風
俗
を
研
究
す
る
時
に

は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
も
、
く
ら
し
や
仕
事
を

描
い
た
絵
馬
が
、
時
代
の
息
吹
を

伝
え
て
く
れ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
絵
馬
は
非
日
常
に
彩
り
を
与

え
る
絵
画
作
品
で
あ
り
、
村
の
歴

史
や
記
憶
を
伝
え
る
歴
史
資
料
で

も
あ
る
。
絵
馬
を
飾
る
神
社
や
寺

は
、
村
の
美
術
館
で
あ
り
、
歴
史

博
物
館
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
か

ら
も
絵
馬
に
よ
っ
て
地
域
の
記
憶

が
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。

資
料
紹
介

◆
鹿
児
嶋
記
聞
内
賊
兵
激
戦
之
図

　
一
八
七
七（
明
治
一
〇
）年
四
月
五
日
、当
時
、浅
草

に
居
住
し
て
い
た
山
﨑
年
信（
別
名
徳
三
郎
。以
下「
年

信
」）に
よ
って
描
か
れ
た「
西
南
戦
争
錦
絵
」の
一
つ
で

あ
る
。田
原
坂
の
戦
い
と
並
行
し
、同
年
二
月
二
六
日
か

ら
三
月
二
一
日
ま
で
の
二
四
日
間
、激
し
い
攻
防
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
山
鹿
口
の
戦
い
の
一
場
面
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。右
図
上
の
説
明
書
に
は
、「
文
明
の
開
化

の
御
代
の
有
難
さ
し
ら
ず
に
な
ら
す
薩
兵
の
旧
平
士
族

が
熊
本
に
そ
の
名
も
高
き
山
鹿
口
ふ
ん
戦
日
々
に
た
え

ま
な
く
　
賊
徒
の
内
に
く
わ
り
し
西
京
力
士
に
貴
中

に
朝
男
山
市
五
郎
ら
弟
子
共
お
よ
そ
二
百
名
　
暴
動

方
の
先
手
と
な
り
畳
を
持
て
玉
を
よ
け
我
が
官
兵
の

横
間
よ
り
犬
猪
子
武
者
が
切
手
出
て
　
一
た
び
官
軍

く
づ
れ
し
が
陸
軍
少
将
三
好
君
野
津
君
し
ら
が
か
ひ

栽
な
し
賊
軍
そ
の
ば
を
引
上
た
り
」と
あ
り
、西
郷
隆

盛
率
い
る
薩
摩
軍
が
畳
を
楯
に
防
戦
し
て
い
る
局
面
が

表
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
西
南
戦
争
錦
絵
は
、絵
師
が
現
地
で
直
接
取
材
を

し
て
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、新
聞
報
道
等
を
も
と
に
、

「
豊
富
な
想
像
力
を
か
り
た
て
て
、奇
想
天
外
な
画
を

か
い
た
」（
小
西
四
郎
編『
錦
絵
　
幕
末
明
治
の
歴
史
　

第
八
巻
』）も
の
で
あ
る
た
め
、資
料
と
し
て
の
価
値
は

低
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、絵
師
た
ち
の
想
像
力
と
表
現

力
の
豊
か
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
西
南
戦
争
の
勃
発
以
降
、中
央
の
各
新
聞
社
は
、こ

ぞ
っ
て
報
道
合
戦
に
突
入
し
て
い
る
が
、庶
民
の
間
で

は
、西
南
戦
争
関
連
の
読
み
物
や
錦
絵
が
大
流
行
し

た
。な
か
で
も
西
南
戦
争
錦
絵
は
、明
治
一
〇
年
に
出

版
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
三
〇
〇
点
は
優
に
超
え
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。中
心
と
な
っ
た
絵
師
は
、月
岡
芳
年
や

第
一
〇
一
回

　高
知
近
代
史
研
究
会
報
告

梅
野

　光
興
（
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）

写真１ 「直会絵馬」（部分）／1879（明治12）年／須賀神社蔵

写真２ 「酒造家図」（部分）／1909（明治42）年／琴平神社蔵写真３ 「酒造家図」（部分）／1909（明治42）年
／朝峯神社蔵

（
当
館
蔵
）

　
近
年
、学
校
と
博
物
館
の
連
携
の
必
要

性
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。自
由
民
権
記
念
館
も
、学
校
と
の
連

携
を
模
索
し
て
お
り
、平
成
三
〇
年
度

に
、小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
た
学
習
用

教
材『
板
垣
退
助
ブ
ッ
ク
』（
以
下『
ブ
ッ
ク
』

と
い
う
。）を
発
行
、市
内
に
通
学
す
る
全

て
の
小
学
六
年
生
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
度
、こ
の『
ブ
ッ
ク
』を
き
っ

か
け
に
高
知
市
立
昭
和
小
学
校
か
ら
依

頼
を
い
た
だ
き
、当
館
学
芸
員
が
六
年
生

に
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
小
学
校
の
六
年
生
は
、坂
本
龍
馬

や
板
垣
退
助
な
ど
を
中
心
に
、日
頃
か
ら

土
佐
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く
学
習
さ
れ

て
お
り
、特
に
今
年
度
は『
ブ
ッ
ク
』を
活

用
し
た
学
び
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今

回
の
授
業
で
は「
新
聞
の
葬
式
」を
詳
し

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、「
新
聞

の
葬
式
と
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
」に
つ

い
て
、ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
お
話

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
お
伺
い
し
た
の
は
、二
〇
一
九（
令
和

元
）年
一
一
月
。少
し
肌
寒
く
な
り
は
じ

め
た
時
期
で
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
は
元

気
いっ
ぱ
い
で
す
。授
業
の
中
で
も
、先
生
の

様
々
な
問
い
に
積
極
的
に
答
え
て
い
ま
し

た
。新
聞
の
葬
式
の
様
子
が
描
か
れ
た
絵

を
見
な
が
ら
、ど
ん
な
人
た
ち
が
参
加
し

て
い
る
か
、な
ぜ
葬
式
な
の
か
、な
ぜ
土
佐

で
行
わ
れ
た
の
か
＿
新
聞
の
葬
式
を
通
し

て
、自
由
民
権
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
の

感
情
を
想
像
し
、当
時
に
思
い
を
馳
せ

ま
す
。

　
当
館
か
ら
は
、資
料
を
通
し
て
当
時
の

雰
囲
気
や
人
々
の
思
い
を
想
像
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、『
高
知
自
由
新
聞
』

（
明
治
一
五
年
七
月
一
五
日
）の
複
写
を

持
参
し
ま
し
た
。『
高
知
新
聞
』の
葬
式
の

広
告
や
、発
行
禁
止
を
知
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

自
由
亭
か
ら
高
知
新
聞
編
集
局
に「
ビ
ス

テ
キ
一
〇
人
前
」が
贈
ら
れ
た
、と
い
う
記

事
を
紹
介
。子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、こ
う

し
た
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
驚
き
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
余
談
で
す
が
、学
芸
員
が
登
場
す
る

際
、先
生
の「
今
日
は
特
別
ゲ
ス
ト
を
呼
ん

で
い
ま
す
。」と
の
紹
介
に
、子
ど
も
た
ち

の
反
応
は「
え
、誰
？
板
垣
退
助
！？
」。
子

ど
も
た
ち
の
中
に
自
然
と
退
助
の
名
前
が

浸
透
し
て
い
て
、と
て
も
感
動
し
た
こ
と
で

し
た
。

　
今
後
も
、学
習
用
教
材
の
製
作
や
学
芸

員
の
出
前
授
業
な
ど
、様
々
な
方
法
で
学

校
と
の
連
携
を
深
め
、当
館
を
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

揚
州
周
延
な
ど

で
あ
る
が
、年
信

の
西
南
戦
争
錦

絵
は
、「
こ
れ
ま
で

に
確
認
で
き
た

だ
け
で
三
二
点
あ

り
、制
作
点
数
順

で
い
え
ば
十
指
に

は
い
る
」（
山
崎
年

信
伝
備
考『
土
佐

史
談
第
二
四
三

号
』）よ
う
で
あ

る
。さ
ら
に
年
信

は
、錦
絵
だ
け
で

は
な
く『
鹿
児
島

実
記
一
夕
話
』、

『
鹿
児
島
征
討
実

記
』、『
鹿
児
島
大
激
戦
記
』、『
鹿
児
島
軍
配
』、『
薩
摩

軍
配
』、『
西
郷
隆
盛
一
代
記
』な
ど
、い
ず
れ
も
同
年
に

出
版
さ
れ
た
西
南
戦
争
関
連
の
刊
本
に
も
、多
く
の
挿

絵
・口
絵
を
残
し
て
い
る
。

　
な
お
、年
信
は
、一
八
七
〇（
明
治
三
）年
頃
、月
岡

芳
年
の
門
人
と
な
り
、後
に
水
野
年
方
、稲
野
年
恒
、

右
田
年
英
と
と
も
に「
芳
年
門
の
四
天
王
」と
称
さ
れ

た
実
力
派
の
絵
師
で
あ
る
。短
期
間
、高
知
に
赴
き
、一

八
八
三（
明
治
一
六
）年
一
月
二
四
日
か
ら『
土
陽
新

聞
』連
載
の「
汗
血
千
里
の
駒
」の
挿
絵
を
担
当
し
、

今
号
で
紹
介
し
た
藤
原
信
一
を
育
て
る
な
ど
、高
知

に
お
け
る
新
聞
挿
絵
の
先
駆
者
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

行
っ
て
き
ま
し
た
！

授
業
に

出
前

6JIYU NO TOMOSHIBI  vol.883 JIYU NO TOMOSHIBI  vol.88

運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。「
全
国
み
ん

け
ん
連
」
は
、こ
の
「
自
由
民
権
百
年
運
動
」

の
趣
旨
を
継
承
し
つ
つ
、
年
二
回
以
上
の

連
絡
協
議
会
や
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
、
全
国
各
地
の
研
究
者
ら
が
交
流
・
情

報
交
換
を
行
い
、
研
鑽
に
努
め
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
自
由
民
権
運
動
の

研
究
と
顕
彰
の
た
め
の
連
絡
・
協
議
を
行
う
、

初
め
て
の
全
国
的
な
学
術
団
体
と
な
り

ま
す
。

　
記
念
す
べ
き
創
立
大
会
の
テ
ー
マ
は
、

「
い
ま
再
び  

民
権
と
自
由  

に
集
う
」。
北

は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
全
国
か

ら
お
よ
そ
一
〇
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
広

い
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
賑
わ

い
で
し
た
。

　
ま
ず
記
念
講
演
で
は
、
一
橋
大
学
教
授
・

石
居
人
也
氏
に
よ
り
、「
明
治
百
年
」「
自

由
民
権
百
年
」
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現

在
の
民
権
研
究
・
顕
彰
へ
の
提
案
、
問
題

提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑

応
答
で
は
「
各
地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
」
と
い
っ
た
質
問

が
出
る
な
ど
、
会
場
全
体
で
、
よ
り
具
体

的
な
研
究
・
顕
彰
方
法
に
つ
い
て
の
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、「
若
手
研
究
者
か
ら
の
風
」
と
題

さ
れ
た
研
究
報
告
で
は
、
法
政
大
学
大
学

表彰式

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

　
こ
の
作
品
展
は
、当
館
開
館
10
周
年
を
記

念
し
て
始
ま
り
、今
年
で
20
回
目
と
な
り
ま

す
。今
回
も「
歴
史
」「
人
物
」「
地
理
・
文
化
」

「
体
験
」な
ど
全
8
分
野
に
数
々
の
力
作
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
31
校
、義
務
教
育
学
校
１
校
、中
学

校
3
校
か
ら
合
計
２
４
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
39
点
を
特
別
賞
に
選
定
し
、

2019（令和元）年10月20日（日）13：00～17：20
大正大学 １号館（本部棟） ２階大会議室
・ 記念講演＜研究の新たな発展のために＞　一橋大学教授　石居人也氏
　「われわれ」の歴史から「わたし」たちの歴史へ―「自由民権百年」の底流からたどる―
・ 研究報告＜若手研究者からの風＞　法政大学大学院博士課程　飯塚彬氏
　自由民権運動とその担い手について―茨城県の事例を中心にして―
・ 研究・顕彰報告＜地域の研究・顕彰会からの風＞　渡良瀬川研究会　板橋文夫氏
全国自由民権研究顕彰連絡協議会（全国みんけん連）
顧問／安在邦夫　新井勝紘　代表／福井淳　副代表／筒井秀一　事務局長／松崎稔

日時
会場
内容

主催

全国自由民権研究顕彰連絡協議会第1回大会
―いま再び“民権と自由”に集う―

　
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
二
〇
日
、

東
京
（
大
正
大
学
）
で
、
全
国
自
由
民
権

研
究
顕
彰
連
絡
協
議
会
（
略
称
「
全
国
み

ん
け
ん
連
」）
の
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
会
は
、二
〇
一
八（
平
成
三
〇
）

年
一
二
月
二
日
に
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の

新
し
い
学
術
団
体
で
す
。

　
一
九
八
〇
年
代
、
横
浜
市
・
東
京
都
・

高
知
市
で
三
回
の
全
国
集
会
が
開
か
れ
る

な
ど
、
全
国
的
規
模
で
「
自
由
民
権
百
年

「
全
国
み
ん
け
ん
連
」 

第
一
回
大
会
レ
ポ
ー
ト

院
博
士
課
程
・
飯
塚
彬
氏
に

よ
り
、
自
由
民
権
運
動
と
そ

の
担
い
手
に
つ
い
て
の
研
究

発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
に
お
け
る
運
動
の
「
担
い

手
」
個
人
は
近
世
的
な
基
盤

を
持
ち
な
が
ら
も
、
活
動
面

で
は
近
代
的
な
も
の
に
脱
皮

し
て
い
く
そ
の
過
程
を
、
茨

城
県
の
事
例
を
中
心
に
紹
介

す
る
内
容
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
地
域
の
研
究
・

顕
彰
会
か
ら
の
風
」
で
は
、
渡
良
瀬
川
研

究
会
・
板
橋
文
夫
氏
に
よ
る
活
動
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
渡
良
瀬
川
研
究
会
は
、

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
の
設
立
以
来
、

約
二
〇
〇
名
の
会
員
を
擁
す
る
大
規
模
な

研
究
会
で
、
会
誌
・
会
報
の
発
行
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
多
様
な
活
動
を
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
時
代
に
合
わ
せ
な
が
ら
も
、

学
習
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
践
を
通
し
て
、

息
長
く
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
、
と

い
う
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
報
告
と
合
わ
せ
て
、
会
場
内

で
は
全
国
各
地
の
団
体
の
会
誌
や
活
動
報

告
の
資
料
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
大
会
全

体
を
通
し
て
、
民
権
研
究
に
つ
い
て
の
貴

重
な
情
報
共
有
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　「
全
国
み
ん
け
ん
連
」
の
成
立
過
程
と
第

一
回
大
会
の
詳
細
は
、
当
館
紀
要
第
二
五

号
（
二
〇
二
〇（
令
和
二
）
年
三
月
発
行
）

に
掲
載
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
御
覧
く

だ
さ
い
。

”

“

賞 分野 学  校 学年 氏  名 作品名 賞 分野 学  校 学年 氏  名 作品名
人物 第四小学校 5 川﨑　智貴 坂本龍馬　脱藩の道を歩いてみて
総合 第六小学校 5 関　　倫花 私のルーツをたどる！

小高坂小学校 2 德平　健佑 地しんがおきたらどうしよう

秦小学校 4 栗下　毅士 海のプラスチックごみについて
小高坂小学校 2 松梛　悠信 けんがいナンバーだいしゅうごう！！
鴨田小学校 5 一色　優汰 四万十川での川漁体験記
第四小学校 5 遠藤　圭太 高知のバスについて
昭和小学校 5 佐藤　圭太 車づくりを見に行こう
初月小学校 1 甲藤　早雲 三国志　関羽伝
高須小学校 3 谷口　　彰 坂本龍馬を暗殺したのは誰？
春野東小学校 6 末次みのり 私の先祖は藤原鎌足
介良潮見台小学校 6 森澤　彩心 岩崎彌太郎

体験 横内小学校 6 マドン ティリー 沢渡茶との出会い

環境 潮江東小学校 5 久武　應介 江ノ口川を守ったヒーロー
（山崎さんと生コン事件）

横浜小学校 4 林　侑俐亜 誰かのために出来る事　
ヘアドネーション（髪の寄付）

初月小学校 3 入交　智浩 長宗我部元親のしせきめぐり
～ぼくのご先祖さまをさがせ～

歴史 横浜小学校 6 植田　栞凪 縄文土器を作って水が沸とう
するのか実験してみよう！！

はりまや橋小学校 3 岡村尚多郎 ごみは、ごみばこに！！ごみひろいをして分かった事

地理・
文化 鴨田小学校 5 森本　眞由 高知の皿鉢料理

学校法人高知学園
高知小学校 1 細川　真衣 わたしができる３R

学校法人高知学園
高知小学校 1 中村　紘介 思い出のかしわじまを形にする

義務教育学校
土佐山学舎 5 松本伊生里 Let’s interview people who are 

visiting Kochi from other countries

高知大学教育学部
附属小学校 4 永澤　悠空 すてきなハガキを作ろう

産業・
交通 五台山小学校 6 蒲原　拓樹 小学校のために作られた

国光トンネル
地域・
福祉 横浜新町小学校 6 河添　真宙 おじいちゃんたちの茶畑を守りたい

自
由
民
権
記
念
館
特
別
賞

自
由
の
ふ
る
さ
と
賞

よ
さ
こ
い
民
権
賞

立
志
社
賞

夢・人・自
由
賞

環境

人物

はりまや橋小学校 3 濵渦　博行 ひじょう持ち出しぶくろを準備しよう
一宮小学校 5 谷　　悠妃 一宮小学校周辺の公衆電話
鴨田小学校 5 筒井ひかり 神田川の橋を全部調べてみたら…

鴨田小学校 1 森本　時加 みつけたどうろのふたいっぱいあったよ
神田小学校 5 遠山　悠月 神田地区の遺跡・史跡調査

昭和小学校
3 濱川昌太郎

高知城と今治城
5 濱川水羽子

潮江南小学校 6 楠瀬　　耀 町名から知る昔の高知市
三里小学校 6 山﨑　陽生 陽生の旅日記 2019年   ｂy滋賀

横浜新町小学校 6 川島　僚仁 高知発祥投網について

自
由
の
と
も
し
び
賞

地域・
福祉

植
木
枝
盛
賞

地理・
文化

総合

産業･
交通

春野東小学校 5 今城　寛登 株式会社と株の研究
朝倉小学校 5 箭野　実沙 どうしてお金は生まれたの
秦小学校 3 中上　野枝 とうげいでお皿とおちゃわんをつくるジ

ョ
ン
万
次
郎
賞

体験

板
垣
退
助
賞

歴史

介良小学校 5 前野　祐緯 阿蘇火山について
横内小学校 6 小角　涼太 万博について

第20回社会科自由研究作品展　特別賞39作品

第20回
●
前
期
　
令
和
２
年
１
月
２２
日（
水
）〜
２
月
６
日（
木
）

　
後
期
　
　
　
　
　
２
月
８
日（
土
）〜
２
月
24
日（
月・振
休
）

●
共
催
　
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会

●
前
期
　
令
和
２
年
１
月
２２
日（
水
）〜
２
月
６
日（
木
）

　
後
期
　
　
　
　
　
２
月
８
日（
土
）〜
２
月
24
日（
月・振
休
）

●
共
催
　
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会

2
月
1
日（
土
）に
は
表
彰
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
期
間
中
1,
5
6
9
名
の
皆
様
に
御
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
高
知
の

子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
」

「
他
の
小
学
校
の
作
品
が
見
ら
れ
て
嬉
し

か
っ
た
」「
来
年
の
自
由
研
究
の
参
考
に

な
っ
た
」「
受
賞
作
品
の
レ
ベ
ル
が
想
像
以

上
に
高
く
驚
い
た
」「
低
学
年
の
子
で
も
参

考
に
な
る
内
容
だ
っ
た
。毎
年
続
け
て
ほ

し
い
」な
ど
、様
々
な
御
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
皆
様
、ど
う

も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。来
年
も

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

展示の様子

「高知大学奇術部」による
「マジックショー」
「高知大学奇術部」による
「マジックショー」

大会チラシ



6JIYU NO TOMOSHIBI  vol.883 JIYU NO TOMOSHIBI  vol.88

運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。「
全
国
み
ん

け
ん
連
」
は
、こ
の
「
自
由
民
権
百
年
運
動
」

の
趣
旨
を
継
承
し
つ
つ
、
年
二
回
以
上
の

連
絡
協
議
会
や
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
、
全
国
各
地
の
研
究
者
ら
が
交
流
・
情

報
交
換
を
行
い
、
研
鑽
に
努
め
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
自
由
民
権
運
動
の

研
究
と
顕
彰
の
た
め
の
連
絡
・
協
議
を
行
う
、

初
め
て
の
全
国
的
な
学
術
団
体
と
な
り

ま
す
。

　
記
念
す
べ
き
創
立
大
会
の
テ
ー
マ
は
、

「
い
ま
再
び  
民
権
と
自
由  

に
集
う
」。
北

は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
全
国
か

ら
お
よ
そ
一
〇
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
広

い
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
賑
わ

い
で
し
た
。

　
ま
ず
記
念
講
演
で
は
、
一
橋
大
学
教
授
・

石
居
人
也
氏
に
よ
り
、「
明
治
百
年
」「
自

由
民
権
百
年
」
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現

在
の
民
権
研
究
・
顕
彰
へ
の
提
案
、
問
題

提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑

応
答
で
は
「
各
地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
」
と
い
っ
た
質
問

が
出
る
な
ど
、
会
場
全
体
で
、
よ
り
具
体

的
な
研
究
・
顕
彰
方
法
に
つ
い
て
の
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、「
若
手
研
究
者
か
ら
の
風
」
と
題

さ
れ
た
研
究
報
告
で
は
、
法
政
大
学
大
学

表彰式

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

　
こ
の
作
品
展
は
、当
館
開
館
10
周
年
を
記

念
し
て
始
ま
り
、今
年
で
20
回
目
と
な
り
ま

す
。今
回
も「
歴
史
」「
人
物
」「
地
理
・
文
化
」

「
体
験
」な
ど
全
8
分
野
に
数
々
の
力
作
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
31
校
、義
務
教
育
学
校
１
校
、中
学

校
3
校
か
ら
合
計
２
４
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
39
点
を
特
別
賞
に
選
定
し
、

2019（令和元）年10月20日（日）13：00～17：20
大正大学 １号館（本部棟） ２階大会議室
・ 記念講演＜研究の新たな発展のために＞　一橋大学教授　石居人也氏
　「われわれ」の歴史から「わたし」たちの歴史へ―「自由民権百年」の底流からたどる―
・ 研究報告＜若手研究者からの風＞　法政大学大学院博士課程　飯塚彬氏
　自由民権運動とその担い手について―茨城県の事例を中心にして―
・ 研究・顕彰報告＜地域の研究・顕彰会からの風＞　渡良瀬川研究会　板橋文夫氏
全国自由民権研究顕彰連絡協議会（全国みんけん連）
顧問／安在邦夫　新井勝紘　代表／福井淳　副代表／筒井秀一　事務局長／松崎稔

日時
会場
内容

主催

全国自由民権研究顕彰連絡協議会第1回大会
―いま再び“民権と自由”に集う―

　
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
二
〇
日
、

東
京
（
大
正
大
学
）
で
、
全
国
自
由
民
権

研
究
顕
彰
連
絡
協
議
会
（
略
称
「
全
国
み

ん
け
ん
連
」）
の
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
会
は
、二
〇
一
八（
平
成
三
〇
）

年
一
二
月
二
日
に
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の

新
し
い
学
術
団
体
で
す
。

　
一
九
八
〇
年
代
、
横
浜
市
・
東
京
都
・

高
知
市
で
三
回
の
全
国
集
会
が
開
か
れ
る

な
ど
、
全
国
的
規
模
で
「
自
由
民
権
百
年

「
全
国
み
ん
け
ん
連
」 

第
一
回
大
会
レ
ポ
ー
ト

院
博
士
課
程
・
飯
塚
彬
氏
に

よ
り
、
自
由
民
権
運
動
と
そ

の
担
い
手
に
つ
い
て
の
研
究

発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
に
お
け
る
運
動
の
「
担
い

手
」
個
人
は
近
世
的
な
基
盤

を
持
ち
な
が
ら
も
、
活
動
面

で
は
近
代
的
な
も
の
に
脱
皮

し
て
い
く
そ
の
過
程
を
、
茨

城
県
の
事
例
を
中
心
に
紹
介

す
る
内
容
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
地
域
の
研
究
・

顕
彰
会
か
ら
の
風
」
で
は
、
渡
良
瀬
川
研

究
会
・
板
橋
文
夫
氏
に
よ
る
活
動
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
渡
良
瀬
川
研
究
会
は
、

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
の
設
立
以
来
、

約
二
〇
〇
名
の
会
員
を
擁
す
る
大
規
模
な

研
究
会
で
、
会
誌
・
会
報
の
発
行
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
多
様
な
活
動
を
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
時
代
に
合
わ
せ
な
が
ら
も
、

学
習
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
践
を
通
し
て
、

息
長
く
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
、
と

い
う
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
報
告
と
合
わ
せ
て
、
会
場
内

で
は
全
国
各
地
の
団
体
の
会
誌
や
活
動
報

告
の
資
料
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
大
会
全

体
を
通
し
て
、
民
権
研
究
に
つ
い
て
の
貴

重
な
情
報
共
有
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　「
全
国
み
ん
け
ん
連
」
の
成
立
過
程
と
第

一
回
大
会
の
詳
細
は
、
当
館
紀
要
第
二
五

号
（
二
〇
二
〇（
令
和
二
）
年
三
月
発
行
）

に
掲
載
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
御
覧
く

だ
さ
い
。

”

“

賞 分野 学  校 学年 氏  名 作品名 賞 分野 学  校 学年 氏  名 作品名
人物 第四小学校 5 川﨑　智貴 坂本龍馬　脱藩の道を歩いてみて
総合 第六小学校 5 関　　倫花 私のルーツをたどる！

小高坂小学校 2 德平　健佑 地しんがおきたらどうしよう

秦小学校 4 栗下　毅士 海のプラスチックごみについて
小高坂小学校 2 松梛　悠信 けんがいナンバーだいしゅうごう！！
鴨田小学校 5 一色　優汰 四万十川での川漁体験記
第四小学校 5 遠藤　圭太 高知のバスについて
昭和小学校 5 佐藤　圭太 車づくりを見に行こう
初月小学校 1 甲藤　早雲 三国志　関羽伝
高須小学校 3 谷口　　彰 坂本龍馬を暗殺したのは誰？
春野東小学校 6 末次みのり 私の先祖は藤原鎌足
介良潮見台小学校 6 森澤　彩心 岩崎彌太郎

体験 横内小学校 6 マドン ティリー 沢渡茶との出会い

環境 潮江東小学校 5 久武　應介 江ノ口川を守ったヒーロー
（山崎さんと生コン事件）

横浜小学校 4 林　侑俐亜 誰かのために出来る事　
ヘアドネーション（髪の寄付）

初月小学校 3 入交　智浩 長宗我部元親のしせきめぐり
～ぼくのご先祖さまをさがせ～

歴史 横浜小学校 6 植田　栞凪 縄文土器を作って水が沸とう
するのか実験してみよう！！

はりまや橋小学校 3 岡村尚多郎 ごみは、ごみばこに！！ごみひろいをして分かった事

地理・
文化 鴨田小学校 5 森本　眞由 高知の皿鉢料理

学校法人高知学園
高知小学校 1 細川　真衣 わたしができる３R

学校法人高知学園
高知小学校 1 中村　紘介 思い出のかしわじまを形にする

義務教育学校
土佐山学舎 5 松本伊生里 Let’s interview people who are 

visiting Kochi from other countries

高知大学教育学部
附属小学校 4 永澤　悠空 すてきなハガキを作ろう

産業・
交通 五台山小学校 6 蒲原　拓樹 小学校のために作られた

国光トンネル
地域・
福祉 横浜新町小学校 6 河添　真宙 おじいちゃんたちの茶畑を守りたい

自
由
民
権
記
念
館
特
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由
の
ふ
る
さ
と
賞
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こ
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はりまや橋小学校 3 濵渦　博行 ひじょう持ち出しぶくろを準備しよう
一宮小学校 5 谷　　悠妃 一宮小学校周辺の公衆電話
鴨田小学校 5 筒井ひかり 神田川の橋を全部調べてみたら…

鴨田小学校 1 森本　時加 みつけたどうろのふたいっぱいあったよ
神田小学校 5 遠山　悠月 神田地区の遺跡・史跡調査

昭和小学校
3 濱川昌太郎

高知城と今治城
5 濱川水羽子

潮江南小学校 6 楠瀬　　耀 町名から知る昔の高知市
三里小学校 6 山﨑　陽生 陽生の旅日記 2019年   ｂy滋賀

横浜新町小学校 6 川島　僚仁 高知発祥投網について
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の
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植
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春野東小学校 5 今城　寛登 株式会社と株の研究
朝倉小学校 5 箭野　実沙 どうしてお金は生まれたの
秦小学校 3 中上　野枝 とうげいでお皿とおちゃわんをつくるジ
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年
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。
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も
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が
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「高知大学奇術部」による
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す
。
風
刺
漫
画
の
魅
力
と
面
白
さ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
当
時
の
社
会
や
世
相
を
読
み
解
き
ま
す
。

時
代
の
目
撃
者 -

ビ
ゴ
ー
と
中
江
兆
民-

　
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー

は
、
日
本
近
代
漫
画
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
一
人
で
す
。
自
由
民
権
運
動
の
代
表
的

思
想
家
で
あ
る
中
江
兆
民
と
も
関
係
が
深
く
、

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
、

兆
民
が
開
い
た
仏
学
塾
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
を

務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
風
刺
雑
誌
『
ト
バ
エ
』

の
発
行
に
際
し
て
は
、
兆
民
、
あ
る
い
は
そ
の

高
弟
が
、
日
本
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
作
成
に
協
力

聞
経
営
状
況
が
厳
し
い
時
に
は
、
ほ
ぼ
無
償
で

挿
絵
を
描
き
、
涙
香
を
側
面
的
に
支
援
し
た
。

一
方
、『
萬
朝
報
』
入
社
に
よ
り
東
京
浅
草
に

居
を
移
し
て
か
ら
は
、
菊
池
容
斎
の
門
人
で
、

花
鳥
画
に
新
機
軸
を
開
い
た
渡
辺
省
亭
に
学
び
、

挿
絵
だ
け
で
は
な
く
、
錦
絵
を
数
十
点
残
し
た
。

　『
萬
朝
報
』
で
は
、
一
九
〇
〇（
明
治
三
三
）

年
二
月
頃
ま
で
継
続
的
に
挿
絵
を
描
い
て
い
た

が
、
信
一
は
、
晩
学
に
し
て
英
語
を
学
び
、
一

九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
二
月
か
ら
一
九
〇
六

（
明
治
三
九
）
年
三
月
上
旬
に
か
け
て
の
約
二

年
間
、
絵
画
研
究
を
主
な
目
的
と
し
、
北
米
大

陸
を
旅
行
し
た
。
日
本
を
出
発
し
た
の
は
、
日

露
開
戦
間
も
な
い
一
九
〇
四
年
二
月
一
三
日
の

こ
と
で
あ
る
。
信
一
は
、
日
本
郵
船
な
ど
の
船

舶
が
戦
時
統
制
に
よ
り
自
由
に
航
海
で
き
な
く

な
る
可
能
性
を
見
越
し
、
廃
船
同
然
の
貨
物
船

に
乗
り
込
み
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
た
が
、

太
平
洋
上
で
嵐
に
遭
い
、
遭
難
寸
前
と
な
る
も

奇
跡
的
に
難
を
の
が
れ
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ア
ス
ト

リ
ア
の
港
に
辿
り
着
い
た
。
そ
の
後
、同
州
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
、
同
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
と
移
動
し
、

同
年
四
月
三
〇
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
ミ
ズ
ー
リ

州
の
「
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
」
を
特
派

員
と
し
て
取
材
す
る
た
め
、
大
陸
間
横
断
鉄
道

で
同
地
に
移
動
し
、
同
年
六
月
か
ら
八
月
に
か

け
、万
博
の
様
々
な
館
を
描
い
た
挿
絵
等
を
『
萬

朝
報
』
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス

か
ら
は
、
同
年
一
二
月
頃
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

に
移
動
し
、
凍
結
し
た
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
見

聞
し
た
。
そ
の
後
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
戻
り
、

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
月
頃
、
ア
ラ
ス

カ
州
ノ
ー
ム
の
地
に
入
り
、
ア
ラ
ス
カ
先
住
民

族
（
イ
ヌ
イ
ッ
ト
族
）
の
風
俗
を
「
北
米
ア
ラ

ス
カ
風
俗
」
と
し
て
、
同
年
二
月
二
〇
日
か
ら
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幕
末
か
ら
明
治
へ
と
移
り
変
わ
る
時
代
の
記

録
は
様
々
な
資
料
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、印
刷

技
術
の
発
達
に
伴
い
普
及
し
た
新
聞
・
雑
誌
で

重
用
さ
れ
た
風
刺
漫
画
も
そ
の
一
つ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。文
字
で
綴
ら
れ
た
内
容
を
よ
り
効

果
的
に
伝
え
る
と
と
も
に
、新
し
い
事
物
を
描

く
こ
と
は
そ
の
ま
ま
時
代
を
記
録
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
、自
由
民
権
運
動
期
に

は
、そ
の
潮
流
に
乗
っ
て
、社
会
の
内
面
を
巧
み

に
切
り
取
り
、批
判
的
な
視
点
か
ら
時
代
を
描

き
出
し
た
風
刺
漫
画
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
ま

し
た
。そ
こ
に
は
、当
時
の
人
々
の
生
活
や
そ
の

背
景
に
あ
る
社
会
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
企
画
展
で
は
、社
会
や
世
相
を
風
刺
し
、

あ
る
と
き
は
ユ
ー
モ
ア
を
込
め
て
描
い
た„
漫
画“

か
ら
、明
治
の
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
明
治
初
期
の
新
聞
挿
絵
画
家
と
し
て
ま
ず
挙

げ
ら
れ
る
の
は
、
月
岡
芳
年
と
落
合
芳
幾
で
あ

る
が
、
高
知
に
お
け
る
新
聞
挿
絵
の
嚆
矢
は
、

月
岡
芳
年
の
弟
子
・
山
﨑
年
信
（
以
下
「
年
信
」）

と
、
年
信
の
弟
子
・
藤
原
信
一
（
以
下
「
信
一
」）

で
あ
る
。
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
生
ま
れ
の

信
一
は
、
も
と
も
と
大
阪
の
歌
舞
伎
役
者
・
二

代
目
尾
上
多
見
蔵
の
門
人
で
、
多
見
尾
と
い
う

女
形
俳
優
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
二
（
明
治
一

五
）
年
、
巡
業
の
た
め
高
知
入
り
し
た
こ
と
が

縁
と
な
り
、
月
岡
四
天
王
筆
頭
と
称
さ
れ
た
天

才
肌
の
絵
師
・
年
信
と
運
命
的
な
出
会
い
を
果

た
し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
の
天
賦
の
才
と
「
寝

食
を
忘
れ
た
血
を
吐
く
ほ
ど
の
苦
学
」（
沖
野

一
秋
談
）
に
よ
り
、
驚
異
的
な
速
さ
で
挿
絵
技

術
と
画
力
を
向
上
さ
せ
た
。

　
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
一
月
連
載
の
「
汗

血
千
里
の
駒
」
の
挿
絵
画
家
と
し
て
好
評
を
博

し
て
い
た
年
信
は
、
絵
画
研
究
が
で
き
な
い
こ

と
を
理
由
に
約
半
年
で
高
知
を
離
れ
た
た
め
、

信
一
は
、
同
年
五
月
、『
土
陽
新
聞
』
の
後
継

『鉄仮面  正史実歴  下』口絵（信一画）／当館蔵

「メンザレ号の救助」ビゴー画（『トバエ』第９号）／当館蔵

「遷都」北澤楽天画（『肉筆漫画開国六十年史図絵』）
／当館蔵

画
工
（
絵
師
）
と
な
っ
た
。
同
新
聞
時
代
の
代

表
作
に
は
、「
汗
血
千
里
の
駒
」（
落
款
で
は
年

信
三
八
点
、
信
一
八
点
を
確
認
）、
吉
村
虎
太
郎

を
描
い
た
「
南
山
皇
旗
の
魁
」
な
ど
が
あ
る
。

信
一
は
、
浮
世
絵
風
美
人
画
を
得
意
と
し
な
が

ら
も
、
庶
民
生
活
の
人
情
、
風
俗
、
世
相
を
想

像
力
豊
か
に
生
き
生
き
と
描
き
、『
土
陽
新
聞
』

の
発
行
部
数
と
売
上
げ
の
増
加
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
自
由
民
権
思
想
の
啓
蒙
・
普

及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
月
一
五
日
創
刊

『
東
雲
新
聞
』
に
招
か
れ
た
信
一
は
、
同
新
聞
の

画
工
（
絵
師
）
と
な
り
、『
土
陽
新
聞
』
の
後
継

画
工
と
し
て
、『
高
知
日
報
』
か
ら
自
ら
引
き
抜

い
た
中
谷
一
近
や
沖
野
一
秋
を
育
て
た
。『
東
雲

新
聞
』
時
代
の
信
一
は
、引
き
続
き
一
八
九
一
（
明

治
二
四
）
年
七
月
頃
ま
で
『
土
陽
新
聞
』
に
挿
絵

を
描
い
て
お
り
、
そ
の
他
、
多
く
の
地
方
新
聞
・

雑
誌
か
ら
の
依
頼
も
積
極
的
に
受
け
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
信
一
は
、『
毎
日
新
聞
』
の
稲
垣
年

恒
と
と
も
に
「
関
西
の
双
璧
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
名
声
を
博
し
、
信
一
の
画
才
に
ほ
れ
こ
ん
だ

黒
岩
涙
香
の
懇
願
に
よ
り
、『
萬
朝
報
』
へ
の
入

社
を
決
意
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
二
（
明
治

二
五
）
年
一
一
月
一
日
創
刊
『
萬
朝
報
』
で
、

題
字
周
囲
の
宝
尽
を
描
く
こ
と
を
任
さ
れ
、
新

藤
原

　信
一

ふ
じ       

わ
ら

　                  

の
ぶ      

か
つ

（
一
八
四
六
〜
一
九
三
〇
）

民
権
家
人
物
録

1883（明治16）年５月29日付『土陽新聞』に掲載された藤原信一
の自画像挿絵。  肖像写真の残されていない信一の容姿を今日に
伝えるもの。

三
月
二
四
日
ま
で
『
萬
朝
報
』
に
連
載
し
た
。

そ
し
て
一
九
〇
六
年
一
月
二
八
日
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
港
か
ら
亜
米
利
加
丸
に
乗
船
し
、

途
中
ハ
ワ
イ
諸
島
に
立
ち
寄
り
、
同
年
三
月
上

旬
、
帰
朝
し
た
。
そ
し
て
、
帰
朝
後
の
三
月
二

七
日
か
ら
五
月
八
日
の
間
、
信
一
の
失
敗
談
を

満
載
し
た
「
ア
メ
リ
カ
絵
紀
行
」
と
い
う
挿
絵

入
り
見
聞
録
を
同
紙
に
掲
載
し
た
。

　
明
治
末
か
ら
大
正
期
頃
の
信
一
の
詳
細
な
足

取
り
は
不
明
で
あ
る
が
、
信
貴
山
（
現
在
の
奈

良
県
生
駒
郡
平
群
町
）
朝
護
孫
子
寺
の
国
宝
「
信

貴
山
縁
起
絵
巻
」
の
模
写
の
依
頼
を
受
け
た
こ

と
が
契
機
と
な
り
、
一
人
娘
の
廣
子
と
と
も
に

同
地
に
居
を
移
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
〇（
大

正
九
）
年
頃
、
絵
巻
の
模
写
を
完
成
さ
せ
た
が
、

そ
の
後
も
信
一
は
、
信
貴
山
に
留
ま
り
、
一
九

三
〇（
昭
和
五
）
年
一
一
月
二
八
日
、
廣
子
に

み
と
ら
れ
死
去
し
た
。
な
お
、
信
一
は
「
大
正

九
年
帝
国
絵
画
番
附
」
に
よ
る
と
、
山
田
東
洋
、

秋
吉
蘇
月
ら
二
〇
名
と
と
も
に
高
位
の
「
独
立

大
家
」
に
格
付
さ
れ
て
い
た
。

漫
画  

が
描
い
た
明
治
の
時
代

“

”漫
画  

が
描
い
た
明
治
の
時
代

“

”
◆
期
間  

二
〇
二
〇（
令
和
二
）年
四
月
二
五
日（
土
）〜
二
〇
二
一（
令
和
三
）年
三
月
二
八
日（
日
）
　◆
会
場  

二
階 

特
別
展
示
室

令和2年度
企画展

※
常
設
展
観
覧
券
が

　
　
　
　必
要
で
す
。

申込不要

参加無料

『
團
團
珍
聞
』の
世
界

　
自
由
民
権
運
動
が
広
ま
る
明
治
初
期
に
創
刊

さ
れ
た
『
團
團
珍
聞
』
は
風
刺
漫
画
を
売
り
物

に
し
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
政

府
や
権
力
者
を
批
判
し
、
弾
圧
を
受
け
る
側
へ

の
共
感
を
込
め
た
風
刺
や
戯
画
が
多
数
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
厳
し
い
言
論
弾
圧
へ
の
対
策
と

し
て
、
人
物
を
動
物
な
ど
に
な
ぞ
ら
え
て
描
い

た
り
、
同
音
ま
た
は
類
音
の
言
葉
を
用
い
て
表

し
た
り
と
、
色
々
な
仕
掛
け
が
隠
さ
れ
て
い
ま

「長寝の耳に痛い木枕」小林清親画（『團團珍聞』第687号付録）／当館蔵

す
る
な
ど
、
深
い

親
交
関
係
に
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
兆
民

と
の
接
点
を
含
め
、

外
国
人
・
ビ
ゴ
ー
が

見
た
日
本
の
風
俗
、

そ
し
て
政
治
に
対

す
る
痛
烈
な
風
刺

を
紹
介
し
ま
す
。

　高
知
に
お
け
る
新
聞
挿
絵
の
先
駆
者

　
自
由
民
権
運
動
に
対
す
る
厳
し
い
言
論
弾
圧

が
続
く
な
か
、
新
聞
発
行
に
対
す
る
方
針
転
換

を
迫
ら
れ
た
民
権
派
は
、
一
八
八
三
（
明
治
一

六
）
年
よ
り
『
土
陽
新
聞
』
を
絵
入
と
し
、
大

衆
的
啓
蒙
路
線
に
転
換
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

坂
崎
紫
瀾
は
、「
汗
血
千
里
の
駒
」
の
連
載
を

開
始
し
ま
す
。
同
小
説
の
挿
絵
を
担
当
し
た
の

が
、
山
﨑
年
信
と
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
藤
原
信

一
で
、
新
聞
の
発
行
部
数
と
売
上
の
増
加
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
若
く
し
て
夭
折
し
た
天

才
肌
の
年
信
、
晩
年
に
「
独
立
大
家
」
と
し
て

の
地
位
を
築
い
た
信
一
、
高
知
に
お
け
る
新
聞

挿
絵
の
先
駆
者
で
あ
る
二
人
の
業
績
を
振
り
返

り
ま
す
。

明
治
の
時
代
を
回
顧
す
る

　
大
き
な
出
来
事
か
ら
時
間
を
経
る
と
、
そ
れ

を
回
顧
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
ま
す
。

講師●中村茂生氏（高知近代史研究会会員）
日時●2020（令和2）年5月30日（土）
　　  午後2時～4時
会場●１階  民権ホール

記念講演会
「汗血千里の駒」の挿絵画工  
山﨑年信の画業

こ
れ
は
、
学
問
研
究
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
向
け
の
出
版
物
や
風
刺
画
の

世
界
に
も
及
び
ま
す
。
今
回
展
示
を
す
る
『
肉

筆
漫
画
開
国
六
十
年
史
図
絵
』
は
、
北
澤
楽
天
、

岡
本
一
平
な
ど
当
時
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た

大
正
・
昭
和
を
代
表
す
る
画
家
・
漫
画
家
た
ち
が
、

風
刺
画
で
開
国
以
後
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
も

の
で
す
。
取
り
上

げ
ら
れ
た
項
目
に

よ
っ
て
、
そ
の
時

代
の
歴
史
感
覚
が

垣
間
見
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

○『藤原信一  挿絵等資料集』を進呈
○講演会終了後、特別展示室において
　担当者による展示解説を行います。

『土陽新聞』1883(明治16)年９月22日付
　龍馬の甥・坂本直寛を描いている。
これからの新国家建設は、自由民権運動が担う
という強いメッセージ性が込められている。



す
。
風
刺
漫
画
の
魅
力
と
面
白
さ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
当
時
の
社
会
や
世
相
を
読
み
解
き
ま
す
。

時
代
の
目
撃
者 -

ビ
ゴ
ー
と
中
江
兆
民-

　
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー

は
、
日
本
近
代
漫
画
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
一
人
で
す
。
自
由
民
権
運
動
の
代
表
的

思
想
家
で
あ
る
中
江
兆
民
と
も
関
係
が
深
く
、

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
、

兆
民
が
開
い
た
仏
学
塾
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
を

務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
風
刺
雑
誌
『
ト
バ
エ
』

の
発
行
に
際
し
て
は
、
兆
民
、
あ
る
い
は
そ
の

高
弟
が
、
日
本
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
作
成
に
協
力

聞
経
営
状
況
が
厳
し
い
時
に
は
、
ほ
ぼ
無
償
で

挿
絵
を
描
き
、
涙
香
を
側
面
的
に
支
援
し
た
。

一
方
、『
萬
朝
報
』
入
社
に
よ
り
東
京
浅
草
に

居
を
移
し
て
か
ら
は
、
菊
池
容
斎
の
門
人
で
、

花
鳥
画
に
新
機
軸
を
開
い
た
渡
辺
省
亭
に
学
び
、

挿
絵
だ
け
で
は
な
く
、
錦
絵
を
数
十
点
残
し
た
。

　『
萬
朝
報
』
で
は
、
一
九
〇
〇（
明
治
三
三
）

年
二
月
頃
ま
で
継
続
的
に
挿
絵
を
描
い
て
い
た

が
、
信
一
は
、
晩
学
に
し
て
英
語
を
学
び
、
一

九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
二
月
か
ら
一
九
〇
六

（
明
治
三
九
）
年
三
月
上
旬
に
か
け
て
の
約
二

年
間
、
絵
画
研
究
を
主
な
目
的
と
し
、
北
米
大

陸
を
旅
行
し
た
。
日
本
を
出
発
し
た
の
は
、
日

露
開
戦
間
も
な
い
一
九
〇
四
年
二
月
一
三
日
の

こ
と
で
あ
る
。
信
一
は
、
日
本
郵
船
な
ど
の
船

舶
が
戦
時
統
制
に
よ
り
自
由
に
航
海
で
き
な
く

な
る
可
能
性
を
見
越
し
、
廃
船
同
然
の
貨
物
船

に
乗
り
込
み
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
た
が
、

太
平
洋
上
で
嵐
に
遭
い
、
遭
難
寸
前
と
な
る
も

奇
跡
的
に
難
を
の
が
れ
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ア
ス
ト

リ
ア
の
港
に
辿
り
着
い
た
。
そ
の
後
、同
州
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
、
同
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
と
移
動
し
、

同
年
四
月
三
〇
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
ミ
ズ
ー
リ

州
の
「
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
」
を
特
派

員
と
し
て
取
材
す
る
た
め
、
大
陸
間
横
断
鉄
道

で
同
地
に
移
動
し
、
同
年
六
月
か
ら
八
月
に
か

け
、万
博
の
様
々
な
館
を
描
い
た
挿
絵
等
を
『
萬

朝
報
』
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス

か
ら
は
、
同
年
一
二
月
頃
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

に
移
動
し
、
凍
結
し
た
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
見

聞
し
た
。
そ
の
後
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
戻
り
、

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
月
頃
、
ア
ラ
ス

カ
州
ノ
ー
ム
の
地
に
入
り
、
ア
ラ
ス
カ
先
住
民

族
（
イ
ヌ
イ
ッ
ト
族
）
の
風
俗
を
「
北
米
ア
ラ

ス
カ
風
俗
」
と
し
て
、
同
年
二
月
二
〇
日
か
ら
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幕
末
か
ら
明
治
へ
と
移
り
変
わ
る
時
代
の
記

録
は
様
々
な
資
料
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、印
刷

技
術
の
発
達
に
伴
い
普
及
し
た
新
聞
・
雑
誌
で

重
用
さ
れ
た
風
刺
漫
画
も
そ
の
一
つ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。文
字
で
綴
ら
れ
た
内
容
を
よ
り
効

果
的
に
伝
え
る
と
と
も
に
、新
し
い
事
物
を
描

く
こ
と
は
そ
の
ま
ま
時
代
を
記
録
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
、自
由
民
権
運
動
期
に

は
、そ
の
潮
流
に
乗
っ
て
、社
会
の
内
面
を
巧
み

に
切
り
取
り
、批
判
的
な
視
点
か
ら
時
代
を
描

き
出
し
た
風
刺
漫
画
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
ま

し
た
。そ
こ
に
は
、当
時
の
人
々
の
生
活
や
そ
の

背
景
に
あ
る
社
会
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
企
画
展
で
は
、社
会
や
世
相
を
風
刺
し
、

あ
る
と
き
は
ユ
ー
モ
ア
を
込
め
て
描
い
た„
漫
画“

か
ら
、明
治
の
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
明
治
初
期
の
新
聞
挿
絵
画
家
と
し
て
ま
ず
挙

げ
ら
れ
る
の
は
、
月
岡
芳
年
と
落
合
芳
幾
で
あ

る
が
、
高
知
に
お
け
る
新
聞
挿
絵
の
嚆
矢
は
、

月
岡
芳
年
の
弟
子
・
山
﨑
年
信
（
以
下
「
年
信
」）

と
、
年
信
の
弟
子
・
藤
原
信
一
（
以
下
「
信
一
」）

で
あ
る
。
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
生
ま
れ
の

信
一
は
、
も
と
も
と
大
阪
の
歌
舞
伎
役
者
・
二

代
目
尾
上
多
見
蔵
の
門
人
で
、
多
見
尾
と
い
う

女
形
俳
優
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
二
（
明
治
一

五
）
年
、
巡
業
の
た
め
高
知
入
り
し
た
こ
と
が

縁
と
な
り
、
月
岡
四
天
王
筆
頭
と
称
さ
れ
た
天

才
肌
の
絵
師
・
年
信
と
運
命
的
な
出
会
い
を
果

た
し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
の
天
賦
の
才
と
「
寝

食
を
忘
れ
た
血
を
吐
く
ほ
ど
の
苦
学
」（
沖
野

一
秋
談
）
に
よ
り
、
驚
異
的
な
速
さ
で
挿
絵
技

術
と
画
力
を
向
上
さ
せ
た
。

　
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
一
月
連
載
の
「
汗

血
千
里
の
駒
」
の
挿
絵
画
家
と
し
て
好
評
を
博

し
て
い
た
年
信
は
、
絵
画
研
究
が
で
き
な
い
こ

と
を
理
由
に
約
半
年
で
高
知
を
離
れ
た
た
め
、

信
一
は
、
同
年
五
月
、『
土
陽
新
聞
』
の
後
継

『鉄仮面  正史実歴  下』口絵（信一画）／当館蔵

「メンザレ号の救助」ビゴー画（『トバエ』第９号）／当館蔵

「遷都」北澤楽天画（『肉筆漫画開国六十年史図絵』）
／当館蔵

画
工
（
絵
師
）
と
な
っ
た
。
同
新
聞
時
代
の
代

表
作
に
は
、「
汗
血
千
里
の
駒
」（
落
款
で
は
年

信
三
八
点
、
信
一
八
点
を
確
認
）、
吉
村
虎
太
郎

を
描
い
た
「
南
山
皇
旗
の
魁
」
な
ど
が
あ
る
。

信
一
は
、
浮
世
絵
風
美
人
画
を
得
意
と
し
な
が

ら
も
、
庶
民
生
活
の
人
情
、
風
俗
、
世
相
を
想

像
力
豊
か
に
生
き
生
き
と
描
き
、『
土
陽
新
聞
』

の
発
行
部
数
と
売
上
げ
の
増
加
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
自
由
民
権
思
想
の
啓
蒙
・
普

及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
月
一
五
日
創
刊

『
東
雲
新
聞
』
に
招
か
れ
た
信
一
は
、
同
新
聞
の

画
工
（
絵
師
）
と
な
り
、『
土
陽
新
聞
』
の
後
継

画
工
と
し
て
、『
高
知
日
報
』
か
ら
自
ら
引
き
抜

い
た
中
谷
一
近
や
沖
野
一
秋
を
育
て
た
。『
東
雲

新
聞
』
時
代
の
信
一
は
、引
き
続
き
一
八
九
一
（
明

治
二
四
）
年
七
月
頃
ま
で
『
土
陽
新
聞
』
に
挿
絵

を
描
い
て
お
り
、
そ
の
他
、
多
く
の
地
方
新
聞
・

雑
誌
か
ら
の
依
頼
も
積
極
的
に
受
け
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
信
一
は
、『
毎
日
新
聞
』
の
稲
垣
年

恒
と
と
も
に
「
関
西
の
双
璧
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
名
声
を
博
し
、
信
一
の
画
才
に
ほ
れ
こ
ん
だ

黒
岩
涙
香
の
懇
願
に
よ
り
、『
萬
朝
報
』
へ
の
入

社
を
決
意
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
二
（
明
治

二
五
）
年
一
一
月
一
日
創
刊
『
萬
朝
報
』
で
、

題
字
周
囲
の
宝
尽
を
描
く
こ
と
を
任
さ
れ
、
新

藤
原

　信
一

ふ
じ       

わ
ら

　                  

の
ぶ      

か
つ

（
一
八
四
六
〜
一
九
三
〇
）

民
権
家
人
物
録

1883（明治16）年５月29日付『土陽新聞』に掲載された藤原信一
の自画像挿絵。  肖像写真の残されていない信一の容姿を今日に
伝えるもの。

三
月
二
四
日
ま
で
『
萬
朝
報
』
に
連
載
し
た
。

そ
し
て
一
九
〇
六
年
一
月
二
八
日
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
港
か
ら
亜
米
利
加
丸
に
乗
船
し
、

途
中
ハ
ワ
イ
諸
島
に
立
ち
寄
り
、
同
年
三
月
上

旬
、
帰
朝
し
た
。
そ
し
て
、
帰
朝
後
の
三
月
二

七
日
か
ら
五
月
八
日
の
間
、
信
一
の
失
敗
談
を

満
載
し
た
「
ア
メ
リ
カ
絵
紀
行
」
と
い
う
挿
絵

入
り
見
聞
録
を
同
紙
に
掲
載
し
た
。

　
明
治
末
か
ら
大
正
期
頃
の
信
一
の
詳
細
な
足

取
り
は
不
明
で
あ
る
が
、
信
貴
山
（
現
在
の
奈

良
県
生
駒
郡
平
群
町
）
朝
護
孫
子
寺
の
国
宝
「
信

貴
山
縁
起
絵
巻
」
の
模
写
の
依
頼
を
受
け
た
こ

と
が
契
機
と
な
り
、
一
人
娘
の
廣
子
と
と
も
に

同
地
に
居
を
移
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
〇（
大

正
九
）
年
頃
、
絵
巻
の
模
写
を
完
成
さ
せ
た
が
、

そ
の
後
も
信
一
は
、
信
貴
山
に
留
ま
り
、
一
九

三
〇（
昭
和
五
）
年
一
一
月
二
八
日
、
廣
子
に

み
と
ら
れ
死
去
し
た
。
な
お
、
信
一
は
「
大
正

九
年
帝
国
絵
画
番
附
」
に
よ
る
と
、
山
田
東
洋
、

秋
吉
蘇
月
ら
二
〇
名
と
と
も
に
高
位
の
「
独
立

大
家
」
に
格
付
さ
れ
て
い
た
。

漫
画  

が
描
い
た
明
治
の
時
代

“

”漫
画  

が
描
い
た
明
治
の
時
代

“

”
◆
期
間  

二
〇
二
〇（
令
和
二
）年
四
月
二
五
日（
土
）〜
二
〇
二
一（
令
和
三
）年
三
月
二
八
日（
日
）
　◆
会
場  

二
階 

特
別
展
示
室

令和2年度
企画展

※
常
設
展
観
覧
券
が

　
　
　
　必
要
で
す
。

申込不要

参加無料

『
團
團
珍
聞
』の
世
界

　
自
由
民
権
運
動
が
広
ま
る
明
治
初
期
に
創
刊

さ
れ
た
『
團
團
珍
聞
』
は
風
刺
漫
画
を
売
り
物

に
し
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
政

府
や
権
力
者
を
批
判
し
、
弾
圧
を
受
け
る
側
へ

の
共
感
を
込
め
た
風
刺
や
戯
画
が
多
数
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
厳
し
い
言
論
弾
圧
へ
の
対
策
と

し
て
、
人
物
を
動
物
な
ど
に
な
ぞ
ら
え
て
描
い

た
り
、
同
音
ま
た
は
類
音
の
言
葉
を
用
い
て
表

し
た
り
と
、
色
々
な
仕
掛
け
が
隠
さ
れ
て
い
ま

「長寝の耳に痛い木枕」小林清親画（『團團珍聞』第687号付録）／当館蔵

す
る
な
ど
、
深
い

親
交
関
係
に
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
兆
民

と
の
接
点
を
含
め
、

外
国
人
・
ビ
ゴ
ー
が

見
た
日
本
の
風
俗
、

そ
し
て
政
治
に
対

す
る
痛
烈
な
風
刺

を
紹
介
し
ま
す
。

　高
知
に
お
け
る
新
聞
挿
絵
の
先
駆
者

　
自
由
民
権
運
動
に
対
す
る
厳
し
い
言
論
弾
圧

が
続
く
な
か
、
新
聞
発
行
に
対
す
る
方
針
転
換

を
迫
ら
れ
た
民
権
派
は
、
一
八
八
三
（
明
治
一

六
）
年
よ
り
『
土
陽
新
聞
』
を
絵
入
と
し
、
大

衆
的
啓
蒙
路
線
に
転
換
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

坂
崎
紫
瀾
は
、「
汗
血
千
里
の
駒
」
の
連
載
を

開
始
し
ま
す
。
同
小
説
の
挿
絵
を
担
当
し
た
の

が
、
山
﨑
年
信
と
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
藤
原
信

一
で
、
新
聞
の
発
行
部
数
と
売
上
の
増
加
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
若
く
し
て
夭
折
し
た
天

才
肌
の
年
信
、
晩
年
に
「
独
立
大
家
」
と
し
て

の
地
位
を
築
い
た
信
一
、
高
知
に
お
け
る
新
聞

挿
絵
の
先
駆
者
で
あ
る
二
人
の
業
績
を
振
り
返

り
ま
す
。

明
治
の
時
代
を
回
顧
す
る

　
大
き
な
出
来
事
か
ら
時
間
を
経
る
と
、
そ
れ

を
回
顧
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
ま
す
。

講師●中村茂生氏（高知近代史研究会会員）
日時●2020（令和2）年5月30日（土）
　　  午後2時～4時
会場●１階  民権ホール

記念講演会
「汗血千里の駒」の挿絵画工  
山﨑年信の画業

こ
れ
は
、
学
問
研
究
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
向
け
の
出
版
物
や
風
刺
画
の

世
界
に
も
及
び
ま
す
。
今
回
展
示
を
す
る
『
肉

筆
漫
画
開
国
六
十
年
史
図
絵
』
は
、
北
澤
楽
天
、

岡
本
一
平
な
ど
当
時
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た

大
正
・
昭
和
を
代
表
す
る
画
家
・
漫
画
家
た
ち
が
、

風
刺
画
で
開
国
以
後
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
も

の
で
す
。
取
り
上

げ
ら
れ
た
項
目
に

よ
っ
て
、
そ
の
時

代
の
歴
史
感
覚
が

垣
間
見
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

○『藤原信一  挿絵等資料集』を進呈
○講演会終了後、特別展示室において
　担当者による展示解説を行います。

『土陽新聞』1883(明治16)年９月22日付
　龍馬の甥・坂本直寛を描いている。
これからの新国家建設は、自由民権運動が担う
という強いメッセージ性が込められている。
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運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。「
全
国
み
ん

け
ん
連
」
は
、こ
の
「
自
由
民
権
百
年
運
動
」

の
趣
旨
を
継
承
し
つ
つ
、
年
二
回
以
上
の

連
絡
協
議
会
や
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
、
全
国
各
地
の
研
究
者
ら
が
交
流
・
情

報
交
換
を
行
い
、
研
鑽
に
努
め
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
自
由
民
権
運
動
の

研
究
と
顕
彰
の
た
め
の
連
絡
・
協
議
を
行
う
、

初
め
て
の
全
国
的
な
学
術
団
体
と
な
り

ま
す
。

　
記
念
す
べ
き
創
立
大
会
の
テ
ー
マ
は
、

「
い
ま
再
び  

民
権
と
自
由  

に
集
う
」。
北

は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
全
国
か

ら
お
よ
そ
一
〇
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
広

い
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
賑
わ

い
で
し
た
。

　
ま
ず
記
念
講
演
で
は
、
一
橋
大
学
教
授
・

石
居
人
也
氏
に
よ
り
、「
明
治
百
年
」「
自

由
民
権
百
年
」
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現

在
の
民
権
研
究
・
顕
彰
へ
の
提
案
、
問
題

提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑

応
答
で
は
「
各
地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
」
と
い
っ
た
質
問

が
出
る
な
ど
、
会
場
全
体
で
、
よ
り
具
体

的
な
研
究
・
顕
彰
方
法
に
つ
い
て
の
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、「
若
手
研
究
者
か
ら
の
風
」
と
題

さ
れ
た
研
究
報
告
で
は
、
法
政
大
学
大
学

表彰式

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

社
会
科
自
由
研
究

作
品
展
報
告

　
こ
の
作
品
展
は
、当
館
開
館
10
周
年
を
記

念
し
て
始
ま
り
、今
年
で
20
回
目
と
な
り
ま

す
。今
回
も「
歴
史
」「
人
物
」「
地
理
・
文
化
」

「
体
験
」な
ど
全
8
分
野
に
数
々
の
力
作
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
31
校
、義
務
教
育
学
校
１
校
、中
学

校
3
校
か
ら
合
計
２
４
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
39
点
を
特
別
賞
に
選
定
し
、

2019（令和元）年10月20日（日）13：00～17：20
大正大学 １号館（本部棟） ２階大会議室
・ 記念講演＜研究の新たな発展のために＞　一橋大学教授　石居人也氏
　「われわれ」の歴史から「わたし」たちの歴史へ―「自由民権百年」の底流からたどる―
・ 研究報告＜若手研究者からの風＞　法政大学大学院博士課程　飯塚彬氏
　自由民権運動とその担い手について―茨城県の事例を中心にして―
・ 研究・顕彰報告＜地域の研究・顕彰会からの風＞　渡良瀬川研究会　板橋文夫氏
全国自由民権研究顕彰連絡協議会（全国みんけん連）
顧問／安在邦夫　新井勝紘　代表／福井淳　副代表／筒井秀一　事務局長／松崎稔

日時
会場
内容

主催

全国自由民権研究顕彰連絡協議会第1回大会
―いま再び“民権と自由”に集う―

　
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
二
〇
日
、

東
京
（
大
正
大
学
）
で
、
全
国
自
由
民
権

研
究
顕
彰
連
絡
協
議
会
（
略
称
「
全
国
み

ん
け
ん
連
」）
の
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
会
は
、二
〇
一
八（
平
成
三
〇
）

年
一
二
月
二
日
に
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の

新
し
い
学
術
団
体
で
す
。

　
一
九
八
〇
年
代
、
横
浜
市
・
東
京
都
・

高
知
市
で
三
回
の
全
国
集
会
が
開
か
れ
る

な
ど
、
全
国
的
規
模
で
「
自
由
民
権
百
年

「
全
国
み
ん
け
ん
連
」 

第
一
回
大
会
レ
ポ
ー
ト

院
博
士
課
程
・
飯
塚
彬
氏
に

よ
り
、
自
由
民
権
運
動
と
そ

の
担
い
手
に
つ
い
て
の
研
究

発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
に
お
け
る
運
動
の
「
担
い

手
」
個
人
は
近
世
的
な
基
盤

を
持
ち
な
が
ら
も
、
活
動
面

で
は
近
代
的
な
も
の
に
脱
皮

し
て
い
く
そ
の
過
程
を
、
茨

城
県
の
事
例
を
中
心
に
紹
介

す
る
内
容
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
地
域
の
研
究
・

顕
彰
会
か
ら
の
風
」
で
は
、
渡
良
瀬
川
研

究
会
・
板
橋
文
夫
氏
に
よ
る
活
動
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
渡
良
瀬
川
研
究
会
は
、

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
の
設
立
以
来
、

約
二
〇
〇
名
の
会
員
を
擁
す
る
大
規
模
な

研
究
会
で
、
会
誌
・
会
報
の
発
行
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
多
様
な
活
動
を
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
時
代
に
合
わ
せ
な
が
ら
も
、

学
習
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
践
を
通
し
て
、

息
長
く
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
、
と

い
う
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
報
告
と
合
わ
せ
て
、
会
場
内

で
は
全
国
各
地
の
団
体
の
会
誌
や
活
動
報

告
の
資
料
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
大
会
全

体
を
通
し
て
、
民
権
研
究
に
つ
い
て
の
貴

重
な
情
報
共
有
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　「
全
国
み
ん
け
ん
連
」
の
成
立
過
程
と
第

一
回
大
会
の
詳
細
は
、
当
館
紀
要
第
二
五

号
（
二
〇
二
〇（
令
和
二
）
年
三
月
発
行
）

に
掲
載
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
御
覧
く

だ
さ
い
。

”

“

賞 分野 学  校 学年 氏  名 作品名 賞 分野 学  校 学年 氏  名 作品名
人物 第四小学校 5 川﨑　智貴 坂本龍馬　脱藩の道を歩いてみて
総合 第六小学校 5 関　　倫花 私のルーツをたどる！

小高坂小学校 2 德平　健佑 地しんがおきたらどうしよう

秦小学校 4 栗下　毅士 海のプラスチックごみについて
小高坂小学校 2 松梛　悠信 けんがいナンバーだいしゅうごう！！
鴨田小学校 5 一色　優汰 四万十川での川漁体験記
第四小学校 5 遠藤　圭太 高知のバスについて
昭和小学校 5 佐藤　圭太 車づくりを見に行こう
初月小学校 1 甲藤　早雲 三国志　関羽伝
高須小学校 3 谷口　　彰 坂本龍馬を暗殺したのは誰？
春野東小学校 6 末次みのり 私の先祖は藤原鎌足
介良潮見台小学校 6 森澤　彩心 岩崎彌太郎

体験 横内小学校 6 マドン ティリー 沢渡茶との出会い

環境 潮江東小学校 5 久武　應介 江ノ口川を守ったヒーロー
（山崎さんと生コン事件）

横浜小学校 4 林　侑俐亜 誰かのために出来る事　
ヘアドネーション（髪の寄付）

初月小学校 3 入交　智浩 長宗我部元親のしせきめぐり
～ぼくのご先祖さまをさがせ～

歴史 横浜小学校 6 植田　栞凪 縄文土器を作って水が沸とう
するのか実験してみよう！！

はりまや橋小学校 3 岡村尚多郎 ごみは、ごみばこに！！ごみひろいをして分かった事

地理・
文化 鴨田小学校 5 森本　眞由 高知の皿鉢料理

学校法人高知学園
高知小学校 1 細川　真衣 わたしができる３R

学校法人高知学園
高知小学校 1 中村　紘介 思い出のかしわじまを形にする

義務教育学校
土佐山学舎 5 松本伊生里 Let’s interview people who are 

visiting Kochi from other countries

高知大学教育学部
附属小学校 4 永澤　悠空 すてきなハガキを作ろう

産業・
交通 五台山小学校 6 蒲原　拓樹 小学校のために作られた

国光トンネル
地域・
福祉 横浜新町小学校 6 河添　真宙 おじいちゃんたちの茶畑を守りたい

自
由
民
権
記
念
館
特
別
賞

自
由
の
ふ
る
さ
と
賞

よ
さ
こ
い
民
権
賞

立
志
社
賞

夢・人・自
由
賞

環境

人物

はりまや橋小学校 3 濵渦　博行 ひじょう持ち出しぶくろを準備しよう
一宮小学校 5 谷　　悠妃 一宮小学校周辺の公衆電話
鴨田小学校 5 筒井ひかり 神田川の橋を全部調べてみたら…

鴨田小学校 1 森本　時加 みつけたどうろのふたいっぱいあったよ
神田小学校 5 遠山　悠月 神田地区の遺跡・史跡調査

昭和小学校
3 濱川昌太郎

高知城と今治城
5 濱川水羽子

潮江南小学校 6 楠瀬　　耀 町名から知る昔の高知市
三里小学校 6 山﨑　陽生 陽生の旅日記 2019年   ｂy滋賀

横浜新町小学校 6 川島　僚仁 高知発祥投網について

自
由
の
と
も
し
び
賞

地域・
福祉

植
木
枝
盛
賞

地理・
文化

総合

産業･
交通

春野東小学校 5 今城　寛登 株式会社と株の研究
朝倉小学校 5 箭野　実沙 どうしてお金は生まれたの
秦小学校 3 中上　野枝 とうげいでお皿とおちゃわんをつくるジ

ョ
ン
万
次
郎
賞

体験

板
垣
退
助
賞

歴史

介良小学校 5 前野　祐緯 阿蘇火山について
横内小学校 6 小角　涼太 万博について

第20回社会科自由研究作品展　特別賞39作品

第20回
●
前
期
　
令
和
２
年
１
月
２２
日（
水
）〜
２
月
６
日（
木
）

　
後
期
　
　
　
　
　
２
月
８
日（
土
）〜
２
月
24
日（
月・振
休
）

●
共
催
　
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会

●
前
期
　
令
和
２
年
１
月
２２
日（
水
）〜
２
月
６
日（
木
）

　
後
期
　
　
　
　
　
２
月
８
日（
土
）〜
２
月
24
日（
月・振
休
）

●
共
催
　
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会

2
月
1
日（
土
）に
は
表
彰
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
期
間
中
1,
5
6
9
名
の
皆
様
に
御
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
高
知
の

子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
」

「
他
の
小
学
校
の
作
品
が
見
ら
れ
て
嬉
し

か
っ
た
」「
来
年
の
自
由
研
究
の
参
考
に

な
っ
た
」「
受
賞
作
品
の
レ
ベ
ル
が
想
像
以

上
に
高
く
驚
い
た
」「
低
学
年
の
子
で
も
参

考
に
な
る
内
容
だ
っ
た
。毎
年
続
け
て
ほ

し
い
」な
ど
、様
々
な
御
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
皆
様
、ど
う

も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。来
年
も

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

展示の様子

「高知大学奇術部」による
「マジックショー」
「高知大学奇術部」による
「マジックショー」

大会チラシ
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　二
〇
二
〇（
令
和
二
）
年
一
月
一
八
日
、
第
一
〇
一
回

高
知
近
代
史
研
究
会
で
報
告
し
た
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
八
月
、
今
か
ら
三
〇
年
近
く
前

に
自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
「
絵
馬
に
み
る
土
佐
の

歴
史
と
く
ら
し
展
」
は
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
高
知
県

の
民
俗
学
者
・
高
木
啓
夫
先
生
の
調
査
成
果
を
も
と
に
、
当

時
は
若
手
だ
っ
た
筒
井
秀
一
学
芸
員
（
現
自
由
民
権
記
念

館
長
）
が
中
心
に
な
っ
て
実
現
し
た
企
画
展
で
あ
る
。
絵
馬

殿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
木
材
を
組
み
上
げ
た
展
示
室
内
に

一
〇
〇
点
を
超
え
る
絵
馬
が
び
っ
し
り
飾
ら
れ
て
お
り
圧
巻

だ
っ
た
。

　
と
り
わ
け
私
の
目
を
釘
付
け
に
し
た
の
は
、
明
治
時
代
の

風
景
や
仕
事
を
描
い
た
絵
馬
で
あ
る
。
明
治
以
前
の
土
佐
人

の
く
ら
し
を
描
い
た
絵
画
や
写
真
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か

し
、
絵
馬
に
は
当
時
の
人
々
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
土
佐
湾
で
行
わ
れ
る
多
様
な
漁
と

大
漁
を
喜
ぶ
漁
師
た
ち
、
例
え
ば
川
や
軌
道
に
よ
っ
て
奥
山

の
木
材
を
運
び
だ
す
山
師
た
ち
、
例
え
ば
大
勢
の
人
が
集
ま

る
祭
り
の
日
の
に
ぎ
わ
い…

、
た
だ
の
絵
な
の
に
人
々
の
声

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料

館
で
開
催
し
た
「
維
新
が
変
え
た
庶
民
の
く
ら
し
＿
絵
馬
や

民
具
か
ら
読
み
解
く
高
知
の
近
代
＿
」
は
、
そ
の
時
の
興
奮

の
一
部
で
も
味
わ
っ
て
欲
し
い
と
企
画
し
た
展
示
会
だ
っ
た
。

自
由
民
権
記
念
館
で
展
示
さ
れ
て
い
た
絵
馬
も
お
借
り
し
た
。

　
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
の
酒
造
家
図
絵
馬
（
琴
平
神

社
蔵
）
に
は
、
酒
造
り
の
様
子
と
と
も
に
、
前
の
道
路
を
行

き
交
う
、
馬
や
車
力
、
担
い
棒
、
人
力
車
な
ど
の
姿
が
描
か

れ
て
い
る
。
他
に
も
電
柱
や
ガ
ス
灯
風
の
明
か
り
も
見
え
、

近
代
化
が
進
む
時
代
の
雰

囲
気
を
実
感
で
き
る
。

　「
絵
馬
」
展
で
展
示
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
絵
馬
に
、

香
美
市
土
佐
山
田
町
間
の

直
会
絵
馬
（
一
八
七
九
（
明

治
一
二
）
年
、須
賀
神
社
蔵
）

が
あ
る
。
神
事
の
後
の
宴

会
で
老
若
男
女
が
杯
を
傾

け
ご
馳
走
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
皿
鉢
を
囲
む
人
や

箸
拳
に
興
じ
る
人
な
ど
、

明
治
時
代
は
じ
め
の
「
土

佐
の
お
き
ゃ
く
」
の
絵
画
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。（
写
真
１
）

　
小
さ
な
子
供
の
髪
型
に
も
目
を
引
か
れ
る
。
頭
頂
部
と
、

耳
の
手
前
、
そ
し
て
首
筋
を
残
し
て
そ
り
上
げ
て
い
る
の
だ
。

不
思
議
な
髪
型
だ
が
、土
佐
の
民
俗
学
者
・
桂
井
和
雄
氏
の「
爺

髪
へ
の
疑
問
」
に
よ
る
と
、
子
供
の
首
の
後
ろ
の
う
な
じ
の

窪
み
（
盆
の
窪
）
の
髪
を
そ
り
残
す
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

乳
幼
児
が
川
に
落
ち
た
り
、
囲
炉
裏
に
落
ち
た
り
し
た
時
、

オ
ブ
の
神
が
こ
の
髪
を
持
っ
て
引
き
上
げ
て
く
れ
る
か
ら
だ

と
言
う
伝
承
も
あ
る
（
津
野
町
芳
生
野
）。
香
南
市
（
旧
香
我

美
町
）
山
北
で
は
、
盆
の
窪
と
両
鬢
、
頭
の
い
た
だ
き
な
ど

に
髪
を
残
す
と
あ
り
、
ま
さ
に
絵
馬
の
子
供
の
髪
型
に
一
致

す
る
。
絵
馬
の
情
報
の
精
度
に
驚
か
さ
れ
る
。
絵
馬
恐
る
べ

し
だ
。

　
そ
の
一
方
、絵
馬
は
所
詮
絵
で
あ
る
と
の
認
識
も
必
要
だ
。

　
明
治
の
風
俗
を
散
り
ば
め
た
酒
造
家
図
絵
馬
が
、
南
国
市

琴
平
神
社
や
高
知
市
介
良
の
朝
峯
神
社
な
ど
に
あ
る
。
電
柱

や
車
力
、
郵
便
配
達
の
逓
送
員
な

ど
、
近
代
的
な
要
素
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
同
じ
一
九
〇
九
（
明
治

四
二
）
年
の
絵
馬
を
見
比
べ
て
奇

妙
な
こ
と
に
気
づ
い
た
。（
写
真

２
・
３
）
逓
送
員
や
買
い
物
客
の

女
性
が
判
を
押
し
た
よ
う
に
同
じ

ポ
ー
ズ
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
配

置
が
異
な
っ
て
い
る
。
酒
屋
の
店

先
の
賑
わ
い
は
実
景
を
写
し
た
も

の
で
は
な
い
の
だ
。
絵
馬
の
絵
が

写
真
で
は
な
い
こ
と
は
、
絵
馬
か

ら
歴
史
や
風
俗
を
研
究
す
る
時
に

は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
も
、
く
ら
し
や
仕
事
を

描
い
た
絵
馬
が
、
時
代
の
息
吹
を

伝
え
て
く
れ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
絵
馬
は
非
日
常
に
彩
り
を
与

え
る
絵
画
作
品
で
あ
り
、
村
の
歴

史
や
記
憶
を
伝
え
る
歴
史
資
料
で

も
あ
る
。
絵
馬
を
飾
る
神
社
や
寺

は
、
村
の
美
術
館
で
あ
り
、
歴
史

博
物
館
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
か

ら
も
絵
馬
に
よ
っ
て
地
域
の
記
憶

が
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。

資
料
紹
介

◆
鹿
児
嶋
記
聞
内
賊
兵
激
戦
之
図

　
一
八
七
七（
明
治
一
〇
）年
四
月
五
日
、当
時
、浅
草

に
居
住
し
て
い
た
山
﨑
年
信（
別
名
徳
三
郎
。以
下「
年

信
」）に
よ
って
描
か
れ
た「
西
南
戦
争
錦
絵
」の
一
つ
で

あ
る
。田
原
坂
の
戦
い
と
並
行
し
、同
年
二
月
二
六
日
か

ら
三
月
二
一
日
ま
で
の
二
四
日
間
、激
し
い
攻
防
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
山
鹿
口
の
戦
い
の
一
場
面
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。右
図
上
の
説
明
書
に
は
、「
文
明
の
開
化

の
御
代
の
有
難
さ
し
ら
ず
に
な
ら
す
薩
兵
の
旧
平
士
族

が
熊
本
に
そ
の
名
も
高
き
山
鹿
口
ふ
ん
戦
日
々
に
た
え

ま
な
く
　
賊
徒
の
内
に
く
わ
り
し
西
京
力
士
に
貴
中

に
朝
男
山
市
五
郎
ら
弟
子
共
お
よ
そ
二
百
名
　
暴
動

方
の
先
手
と
な
り
畳
を
持
て
玉
を
よ
け
我
が
官
兵
の

横
間
よ
り
犬
猪
子
武
者
が
切
手
出
て
　
一
た
び
官
軍

く
づ
れ
し
が
陸
軍
少
将
三
好
君
野
津
君
し
ら
が
か
ひ

栽
な
し
賊
軍
そ
の
ば
を
引
上
た
り
」と
あ
り
、西
郷
隆

盛
率
い
る
薩
摩
軍
が
畳
を
楯
に
防
戦
し
て
い
る
局
面
が

表
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
西
南
戦
争
錦
絵
は
、絵
師
が
現
地
で
直
接
取
材
を

し
て
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、新
聞
報
道
等
を
も
と
に
、

「
豊
富
な
想
像
力
を
か
り
た
て
て
、奇
想
天
外
な
画
を

か
い
た
」（
小
西
四
郎
編『
錦
絵
　
幕
末
明
治
の
歴
史
　

第
八
巻
』）も
の
で
あ
る
た
め
、資
料
と
し
て
の
価
値
は

低
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、絵
師
た
ち
の
想
像
力
と
表
現

力
の
豊
か
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
西
南
戦
争
の
勃
発
以
降
、中
央
の
各
新
聞
社
は
、こ

ぞ
っ
て
報
道
合
戦
に
突
入
し
て
い
る
が
、庶
民
の
間
で

は
、西
南
戦
争
関
連
の
読
み
物
や
錦
絵
が
大
流
行
し

た
。な
か
で
も
西
南
戦
争
錦
絵
は
、明
治
一
〇
年
に
出

版
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
三
〇
〇
点
は
優
に
超
え
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。中
心
と
な
っ
た
絵
師
は
、月
岡
芳
年
や

第
一
〇
一
回

　高
知
近
代
史
研
究
会
報
告

梅
野

　光
興
（
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）

写真１ 「直会絵馬」（部分）／1879（明治12）年／須賀神社蔵

写真２ 「酒造家図」（部分）／1909（明治42）年／琴平神社蔵写真３ 「酒造家図」（部分）／1909（明治42）年
／朝峯神社蔵

（
当
館
蔵
）

　
近
年
、学
校
と
博
物
館
の
連
携
の
必
要

性
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。自
由
民
権
記
念
館
も
、学
校
と
の
連

携
を
模
索
し
て
お
り
、平
成
三
〇
年
度

に
、小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
た
学
習
用

教
材『
板
垣
退
助
ブ
ッ
ク
』（
以
下『
ブ
ッ
ク
』

と
い
う
。）を
発
行
、市
内
に
通
学
す
る
全

て
の
小
学
六
年
生
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
度
、こ
の『
ブ
ッ
ク
』を
き
っ

か
け
に
高
知
市
立
昭
和
小
学
校
か
ら
依

頼
を
い
た
だ
き
、当
館
学
芸
員
が
六
年
生

に
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
小
学
校
の
六
年
生
は
、坂
本
龍
馬

や
板
垣
退
助
な
ど
を
中
心
に
、日
頃
か
ら

土
佐
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く
学
習
さ
れ

て
お
り
、特
に
今
年
度
は『
ブ
ッ
ク
』を
活

用
し
た
学
び
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今

回
の
授
業
で
は「
新
聞
の
葬
式
」を
詳
し

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、「
新
聞

の
葬
式
と
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
」に
つ

い
て
、ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
お
話

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
お
伺
い
し
た
の
は
、二
〇
一
九（
令
和

元
）年
一
一
月
。少
し
肌
寒
く
な
り
は
じ

め
た
時
期
で
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
は
元

気
いっ
ぱ
い
で
す
。授
業
の
中
で
も
、先
生
の

様
々
な
問
い
に
積
極
的
に
答
え
て
い
ま
し

た
。新
聞
の
葬
式
の
様
子
が
描
か
れ
た
絵

を
見
な
が
ら
、ど
ん
な
人
た
ち
が
参
加
し

て
い
る
か
、な
ぜ
葬
式
な
の
か
、な
ぜ
土
佐

で
行
わ
れ
た
の
か
＿
新
聞
の
葬
式
を
通
し

て
、自
由
民
権
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
の

感
情
を
想
像
し
、当
時
に
思
い
を
馳
せ

ま
す
。

　
当
館
か
ら
は
、資
料
を
通
し
て
当
時
の

雰
囲
気
や
人
々
の
思
い
を
想
像
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、『
高
知
自
由
新
聞
』

（
明
治
一
五
年
七
月
一
五
日
）の
複
写
を

持
参
し
ま
し
た
。『
高
知
新
聞
』の
葬
式
の

広
告
や
、発
行
禁
止
を
知
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

自
由
亭
か
ら
高
知
新
聞
編
集
局
に「
ビ
ス

テ
キ
一
〇
人
前
」が
贈
ら
れ
た
、と
い
う
記

事
を
紹
介
。子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、こ
う

し
た
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
驚
き
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
余
談
で
す
が
、学
芸
員
が
登
場
す
る

際
、先
生
の「
今
日
は
特
別
ゲ
ス
ト
を
呼
ん

で
い
ま
す
。」と
の
紹
介
に
、子
ど
も
た
ち

の
反
応
は「
え
、誰
？
板
垣
退
助
！？
」。
子

ど
も
た
ち
の
中
に
自
然
と
退
助
の
名
前
が

浸
透
し
て
い
て
、と
て
も
感
動
し
た
こ
と
で

し
た
。

　
今
後
も
、学
習
用
教
材
の
製
作
や
学
芸

員
の
出
前
授
業
な
ど
、様
々
な
方
法
で
学

校
と
の
連
携
を
深
め
、当
館
を
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

揚
州
周
延
な
ど

で
あ
る
が
、年
信

の
西
南
戦
争
錦

絵
は
、「
こ
れ
ま
で

に
確
認
で
き
た

だ
け
で
三
二
点
あ

り
、制
作
点
数
順

で
い
え
ば
十
指
に

は
い
る
」（
山
崎
年

信
伝
備
考『
土
佐

史
談
第
二
四
三

号
』）よ
う
で
あ

る
。さ
ら
に
年
信

は
、錦
絵
だ
け
で

は
な
く『
鹿
児
島

実
記
一
夕
話
』、

『
鹿
児
島
征
討
実

記
』、『
鹿
児
島
大
激
戦
記
』、『
鹿
児
島
軍
配
』、『
薩
摩

軍
配
』、『
西
郷
隆
盛
一
代
記
』な
ど
、い
ず
れ
も
同
年
に

出
版
さ
れ
た
西
南
戦
争
関
連
の
刊
本
に
も
、多
く
の
挿

絵
・口
絵
を
残
し
て
い
る
。

　
な
お
、年
信
は
、一
八
七
〇（
明
治
三
）年
頃
、月
岡

芳
年
の
門
人
と
な
り
、後
に
水
野
年
方
、稲
野
年
恒
、

右
田
年
英
と
と
も
に「
芳
年
門
の
四
天
王
」と
称
さ
れ

た
実
力
派
の
絵
師
で
あ
る
。短
期
間
、高
知
に
赴
き
、一

八
八
三（
明
治
一
六
）年
一
月
二
四
日
か
ら『
土
陽
新

聞
』連
載
の「
汗
血
千
里
の
駒
」の
挿
絵
を
担
当
し
、

今
号
で
紹
介
し
た
藤
原
信
一
を
育
て
る
な
ど
、高
知

に
お
け
る
新
聞
挿
絵
の
先
駆
者
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

行
っ
て
き
ま
し
た
！

授
業
に

出
前
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　二
〇
二
〇（
令
和
二
）
年
一
月
一
八
日
、
第
一
〇
一
回

高
知
近
代
史
研
究
会
で
報
告
し
た
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
八
月
、
今
か
ら
三
〇
年
近
く
前

に
自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
「
絵
馬
に
み
る
土
佐
の

歴
史
と
く
ら
し
展
」
は
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
高
知
県

の
民
俗
学
者
・
高
木
啓
夫
先
生
の
調
査
成
果
を
も
と
に
、
当

時
は
若
手
だ
っ
た
筒
井
秀
一
学
芸
員
（
現
自
由
民
権
記
念

館
長
）
が
中
心
に
な
っ
て
実
現
し
た
企
画
展
で
あ
る
。
絵
馬

殿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
木
材
を
組
み
上
げ
た
展
示
室
内
に

一
〇
〇
点
を
超
え
る
絵
馬
が
び
っ
し
り
飾
ら
れ
て
お
り
圧
巻

だ
っ
た
。

　
と
り
わ
け
私
の
目
を
釘
付
け
に
し
た
の
は
、
明
治
時
代
の

風
景
や
仕
事
を
描
い
た
絵
馬
で
あ
る
。
明
治
以
前
の
土
佐
人

の
く
ら
し
を
描
い
た
絵
画
や
写
真
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か

し
、
絵
馬
に
は
当
時
の
人
々
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
土
佐
湾
で
行
わ
れ
る
多
様
な
漁
と

大
漁
を
喜
ぶ
漁
師
た
ち
、
例
え
ば
川
や
軌
道
に
よ
っ
て
奥
山

の
木
材
を
運
び
だ
す
山
師
た
ち
、
例
え
ば
大
勢
の
人
が
集
ま

る
祭
り
の
日
の
に
ぎ
わ
い…

、
た
だ
の
絵
な
の
に
人
々
の
声

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料

館
で
開
催
し
た
「
維
新
が
変
え
た
庶
民
の
く
ら
し
＿
絵
馬
や

民
具
か
ら
読
み
解
く
高
知
の
近
代
＿
」
は
、
そ
の
時
の
興
奮

の
一
部
で
も
味
わ
っ
て
欲
し
い
と
企
画
し
た
展
示
会
だ
っ
た
。

自
由
民
権
記
念
館
で
展
示
さ
れ
て
い
た
絵
馬
も
お
借
り
し
た
。

　
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
の
酒
造
家
図
絵
馬
（
琴
平
神

社
蔵
）
に
は
、
酒
造
り
の
様
子
と
と
も
に
、
前
の
道
路
を
行

き
交
う
、
馬
や
車
力
、
担
い
棒
、
人
力
車
な
ど
の
姿
が
描
か

れ
て
い
る
。
他
に
も
電
柱
や
ガ
ス
灯
風
の
明
か
り
も
見
え
、

近
代
化
が
進
む
時
代
の
雰

囲
気
を
実
感
で
き
る
。

　「
絵
馬
」
展
で
展
示
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
絵
馬
に
、

香
美
市
土
佐
山
田
町
間
の

直
会
絵
馬
（
一
八
七
九
（
明

治
一
二
）
年
、須
賀
神
社
蔵
）

が
あ
る
。
神
事
の
後
の
宴

会
で
老
若
男
女
が
杯
を
傾

け
ご
馳
走
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
皿
鉢
を
囲
む
人
や

箸
拳
に
興
じ
る
人
な
ど
、

明
治
時
代
は
じ
め
の
「
土

佐
の
お
き
ゃ
く
」
の
絵
画
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。（
写
真
１
）

　
小
さ
な
子
供
の
髪
型
に
も
目
を
引
か
れ
る
。
頭
頂
部
と
、

耳
の
手
前
、
そ
し
て
首
筋
を
残
し
て
そ
り
上
げ
て
い
る
の
だ
。

不
思
議
な
髪
型
だ
が
、土
佐
の
民
俗
学
者
・
桂
井
和
雄
氏
の「
爺

髪
へ
の
疑
問
」
に
よ
る
と
、
子
供
の
首
の
後
ろ
の
う
な
じ
の

窪
み
（
盆
の
窪
）
の
髪
を
そ
り
残
す
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

乳
幼
児
が
川
に
落
ち
た
り
、
囲
炉
裏
に
落
ち
た
り
し
た
時
、

オ
ブ
の
神
が
こ
の
髪
を
持
っ
て
引
き
上
げ
て
く
れ
る
か
ら
だ

と
言
う
伝
承
も
あ
る
（
津
野
町
芳
生
野
）。
香
南
市
（
旧
香
我

美
町
）
山
北
で
は
、
盆
の
窪
と
両
鬢
、
頭
の
い
た
だ
き
な
ど

に
髪
を
残
す
と
あ
り
、
ま
さ
に
絵
馬
の
子
供
の
髪
型
に
一
致

す
る
。
絵
馬
の
情
報
の
精
度
に
驚
か
さ
れ
る
。
絵
馬
恐
る
べ

し
だ
。

　
そ
の
一
方
、絵
馬
は
所
詮
絵
で
あ
る
と
の
認
識
も
必
要
だ
。

　
明
治
の
風
俗
を
散
り
ば
め
た
酒
造
家
図
絵
馬
が
、
南
国
市

琴
平
神
社
や
高
知
市
介
良
の
朝
峯
神
社
な
ど
に
あ
る
。
電
柱

や
車
力
、
郵
便
配
達
の
逓
送
員
な

ど
、
近
代
的
な
要
素
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
同
じ
一
九
〇
九
（
明
治

四
二
）
年
の
絵
馬
を
見
比
べ
て
奇

妙
な
こ
と
に
気
づ
い
た
。（
写
真

２
・
３
）
逓
送
員
や
買
い
物
客
の

女
性
が
判
を
押
し
た
よ
う
に
同
じ

ポ
ー
ズ
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
配

置
が
異
な
っ
て
い
る
。
酒
屋
の
店

先
の
賑
わ
い
は
実
景
を
写
し
た
も

の
で
は
な
い
の
だ
。
絵
馬
の
絵
が

写
真
で
は
な
い
こ
と
は
、
絵
馬
か

ら
歴
史
や
風
俗
を
研
究
す
る
時
に

は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
も
、
く
ら
し
や
仕
事
を

描
い
た
絵
馬
が
、
時
代
の
息
吹
を

伝
え
て
く
れ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
絵
馬
は
非
日
常
に
彩
り
を
与

え
る
絵
画
作
品
で
あ
り
、
村
の
歴

史
や
記
憶
を
伝
え
る
歴
史
資
料
で

も
あ
る
。
絵
馬
を
飾
る
神
社
や
寺

は
、
村
の
美
術
館
で
あ
り
、
歴
史

博
物
館
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
か

ら
も
絵
馬
に
よ
っ
て
地
域
の
記
憶

が
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。

資
料
紹
介

◆
鹿
児
嶋
記
聞
内
賊
兵
激
戦
之
図

　
一
八
七
七（
明
治
一
〇
）年
四
月
五
日
、当
時
、浅
草

に
居
住
し
て
い
た
山
﨑
年
信（
別
名
徳
三
郎
。以
下「
年

信
」）に
よ
って
描
か
れ
た「
西
南
戦
争
錦
絵
」の
一
つ
で

あ
る
。田
原
坂
の
戦
い
と
並
行
し
、同
年
二
月
二
六
日
か

ら
三
月
二
一
日
ま
で
の
二
四
日
間
、激
し
い
攻
防
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
山
鹿
口
の
戦
い
の
一
場
面
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。右
図
上
の
説
明
書
に
は
、「
文
明
の
開
化

の
御
代
の
有
難
さ
し
ら
ず
に
な
ら
す
薩
兵
の
旧
平
士
族

が
熊
本
に
そ
の
名
も
高
き
山
鹿
口
ふ
ん
戦
日
々
に
た
え

ま
な
く
　
賊
徒
の
内
に
く
わ
り
し
西
京
力
士
に
貴
中

に
朝
男
山
市
五
郎
ら
弟
子
共
お
よ
そ
二
百
名
　
暴
動

方
の
先
手
と
な
り
畳
を
持
て
玉
を
よ
け
我
が
官
兵
の

横
間
よ
り
犬
猪
子
武
者
が
切
手
出
て
　
一
た
び
官
軍

く
づ
れ
し
が
陸
軍
少
将
三
好
君
野
津
君
し
ら
が
か
ひ

栽
な
し
賊
軍
そ
の
ば
を
引
上
た
り
」と
あ
り
、西
郷
隆

盛
率
い
る
薩
摩
軍
が
畳
を
楯
に
防
戦
し
て
い
る
局
面
が

表
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
西
南
戦
争
錦
絵
は
、絵
師
が
現
地
で
直
接
取
材
を

し
て
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、新
聞
報
道
等
を
も
と
に
、

「
豊
富
な
想
像
力
を
か
り
た
て
て
、奇
想
天
外
な
画
を

か
い
た
」（
小
西
四
郎
編『
錦
絵
　
幕
末
明
治
の
歴
史
　

第
八
巻
』）も
の
で
あ
る
た
め
、資
料
と
し
て
の
価
値
は

低
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、絵
師
た
ち
の
想
像
力
と
表
現

力
の
豊
か
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
西
南
戦
争
の
勃
発
以
降
、中
央
の
各
新
聞
社
は
、こ

ぞ
っ
て
報
道
合
戦
に
突
入
し
て
い
る
が
、庶
民
の
間
で

は
、西
南
戦
争
関
連
の
読
み
物
や
錦
絵
が
大
流
行
し

た
。な
か
で
も
西
南
戦
争
錦
絵
は
、明
治
一
〇
年
に
出

版
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
三
〇
〇
点
は
優
に
超
え
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。中
心
と
な
っ
た
絵
師
は
、月
岡
芳
年
や

第
一
〇
一
回

　高
知
近
代
史
研
究
会
報
告

梅
野

　光
興
（
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）

写真１ 「直会絵馬」（部分）／1879（明治12）年／須賀神社蔵

写真２ 「酒造家図」（部分）／1909（明治42）年／琴平神社蔵写真３ 「酒造家図」（部分）／1909（明治42）年
／朝峯神社蔵

（
当
館
蔵
）

　
近
年
、学
校
と
博
物
館
の
連
携
の
必
要

性
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。自
由
民
権
記
念
館
も
、学
校
と
の
連

携
を
模
索
し
て
お
り
、平
成
三
〇
年
度

に
、小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
た
学
習
用

教
材『
板
垣
退
助
ブ
ッ
ク
』（
以
下『
ブ
ッ
ク
』

と
い
う
。）を
発
行
、市
内
に
通
学
す
る
全

て
の
小
学
六
年
生
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
度
、こ
の『
ブ
ッ
ク
』を
き
っ

か
け
に
高
知
市
立
昭
和
小
学
校
か
ら
依

頼
を
い
た
だ
き
、当
館
学
芸
員
が
六
年
生

に
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
小
学
校
の
六
年
生
は
、坂
本
龍
馬

や
板
垣
退
助
な
ど
を
中
心
に
、日
頃
か
ら

土
佐
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く
学
習
さ
れ

て
お
り
、特
に
今
年
度
は『
ブ
ッ
ク
』を
活

用
し
た
学
び
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今

回
の
授
業
で
は「
新
聞
の
葬
式
」を
詳
し

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、「
新
聞

の
葬
式
と
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
」に
つ

い
て
、ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
お
話

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
お
伺
い
し
た
の
は
、二
〇
一
九（
令
和

元
）年
一
一
月
。少
し
肌
寒
く
な
り
は
じ

め
た
時
期
で
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
は
元

気
いっ
ぱ
い
で
す
。授
業
の
中
で
も
、先
生
の

様
々
な
問
い
に
積
極
的
に
答
え
て
い
ま
し

た
。新
聞
の
葬
式
の
様
子
が
描
か
れ
た
絵

を
見
な
が
ら
、ど
ん
な
人
た
ち
が
参
加
し

て
い
る
か
、な
ぜ
葬
式
な
の
か
、な
ぜ
土
佐

で
行
わ
れ
た
の
か
＿
新
聞
の
葬
式
を
通
し

て
、自
由
民
権
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
の

感
情
を
想
像
し
、当
時
に
思
い
を
馳
せ

ま
す
。

　
当
館
か
ら
は
、資
料
を
通
し
て
当
時
の

雰
囲
気
や
人
々
の
思
い
を
想
像
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、『
高
知
自
由
新
聞
』

（
明
治
一
五
年
七
月
一
五
日
）の
複
写
を

持
参
し
ま
し
た
。『
高
知
新
聞
』の
葬
式
の

広
告
や
、発
行
禁
止
を
知
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

自
由
亭
か
ら
高
知
新
聞
編
集
局
に「
ビ
ス

テ
キ
一
〇
人
前
」が
贈
ら
れ
た
、と
い
う
記

事
を
紹
介
。子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、こ
う

し
た
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
驚
き
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
余
談
で
す
が
、学
芸
員
が
登
場
す
る

際
、先
生
の「
今
日
は
特
別
ゲ
ス
ト
を
呼
ん

で
い
ま
す
。」と
の
紹
介
に
、子
ど
も
た
ち

の
反
応
は「
え
、誰
？
板
垣
退
助
！？
」。
子

ど
も
た
ち
の
中
に
自
然
と
退
助
の
名
前
が

浸
透
し
て
い
て
、と
て
も
感
動
し
た
こ
と
で

し
た
。

　
今
後
も
、学
習
用
教
材
の
製
作
や
学
芸

員
の
出
前
授
業
な
ど
、様
々
な
方
法
で
学

校
と
の
連
携
を
深
め
、当
館
を
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

揚
州
周
延
な
ど

で
あ
る
が
、年
信

の
西
南
戦
争
錦

絵
は
、「
こ
れ
ま
で

に
確
認
で
き
た

だ
け
で
三
二
点
あ

り
、制
作
点
数
順

で
い
え
ば
十
指
に

は
い
る
」（
山
崎
年

信
伝
備
考『
土
佐

史
談
第
二
四
三

号
』）よ
う
で
あ

る
。さ
ら
に
年
信

は
、錦
絵
だ
け
で

は
な
く『
鹿
児
島

実
記
一
夕
話
』、

『
鹿
児
島
征
討
実

記
』、『
鹿
児
島
大
激
戦
記
』、『
鹿
児
島
軍
配
』、『
薩
摩

軍
配
』、『
西
郷
隆
盛
一
代
記
』な
ど
、い
ず
れ
も
同
年
に

出
版
さ
れ
た
西
南
戦
争
関
連
の
刊
本
に
も
、多
く
の
挿

絵
・口
絵
を
残
し
て
い
る
。

　
な
お
、年
信
は
、一
八
七
〇（
明
治
三
）年
頃
、月
岡

芳
年
の
門
人
と
な
り
、後
に
水
野
年
方
、稲
野
年
恒
、

右
田
年
英
と
と
も
に「
芳
年
門
の
四
天
王
」と
称
さ
れ

た
実
力
派
の
絵
師
で
あ
る
。短
期
間
、高
知
に
赴
き
、一

八
八
三（
明
治
一
六
）年
一
月
二
四
日
か
ら『
土
陽
新

聞
』連
載
の「
汗
血
千
里
の
駒
」の
挿
絵
を
担
当
し
、

今
号
で
紹
介
し
た
藤
原
信
一
を
育
て
る
な
ど
、高
知

に
お
け
る
新
聞
挿
絵
の
先
駆
者
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

行
っ
て
き
ま
し
た
！

授
業
に

出
前
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開
館
三
〇
周
年
に
よ
せ
て

　今
年
、高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
は
、開
館
三
〇

周
年
を
迎
え
ま
す
。多
く
の
市
民
、県
民
そ
し
て
研
究

者
の
皆
様
の
御
支
援
の
賜
で
あ
り
、心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　自
由
民
権
記
念
館
は
、高
知
市
制
一
〇
〇
周
年
を

記
念
し
て
建
設
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
建
設
に
は
、「
自

由
民
権
記
念
館
建
設
期
成
会
」の
皆
様
の
粘
り
強
い
市

民
運
動
と
、全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た「
民
権
百

年
」の
熱
気
に
後
押
し
を
い
た
だ
き
、完
成
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　平
成
二
年
四
月
に
開
館
し
た
自
由
民
権
記
念
館
は

こ
の
三
〇
年
の
間
、資
料
収
集
・
保
存
・
展
示
・
情
報
提

供
を
始
め
、様
々
な
活
動
を
行
い
、自
由
民
権
運
動
や

高
知
の
近
代
資
料
の
宝
庫
と
し
て
、資
料
保
存
機
関
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、多
く
の
人
々
の
知
的
要
求

に
応
え
て
き
ま
し
た
。

　高
知
は
、坂
本
龍
馬
の
活
躍
を
始
め
と
す
る
幕
末
維

新
の
諸
々
の
出
来
事
が
大
変
有
名
で
あ
り
ま
す
が
、全

国
の
自
由
民
権
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
土
佐
の
自
由
民

権
運
動
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る
重
要
性
と
教
訓
を
残
し

て
お
り
、正
に
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　幕
末
維
新
一
五
〇
年
の
事
業
は
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
が
、次
は「
民
権
一
五
〇
年
」で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。そ
れ
は
自
由
民
権
運
動
の
調
査
研
究
を
一
層

推
進
す
る
と
と
も
に
、人
権
・
憲
法
・
国
家
・
地
方
自
治

等
の
在
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、議
論
す
る
機
会
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　現
在
、自
由
と
民
主
主
義
の
価
値
が
全
世
界
で
問
い

直
さ
れ
て
い
ま
す
。自
由
民
権
運
動
は
、歴
史
に
学
び
未

来
を
切
り
開
く
た
め
に
、汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
経
験
と
教

訓
を
残
し
て
い
ま
す
。

　自
由
民
権
記
念
館
は
、こ
の「
民
権
一
五
〇
年
」の
一

翼
を
担
っ
て
い
く
使
命
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　多
く
の
市
民
、県
民
、全
国
の
研
究
者
の
皆
様
の
よ

り
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。
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出版物のお知らせ 3月末発行

『高知市立自由民権記念館紀要 第25号』

◉論文
駐ドイツ大使館付陸軍武官小松光彦の軌跡
　－二･二六事件、日中戦争から大戦下のベルリン－
……………………………………………………岸本　繋一

◉資料紹介
｢沖八潮関係資料」解題 ……………………吉田　文茂

◉報告
私立国会論と詔勅煥発の衝撃

全国自由民権研究顕彰連絡協議会について
　－結成から第一回大会までの経緯－
…………………………………福井　淳・筒井　秀一

……………松岡　僖一

「Ｕ字工事」さん 来館

トピックス

■市制130周年記念企画展 
「町並みと暮らし展
－地図と写真でたどる高知市－」

会場：２階特別展示室
※常設展観覧券が必要

開催中～4月5日（日）

申込不要
申込不要

■夏休み子ども歴史教室
小中学生が、館内で自由民権運動に関する
クイズラリーに挑戦
※学校を通じて申込受付

７月下旬予定

◆自由民権記念館友の会総会・記念講演会
「近代文学の夜明け－
土佐の山間から自由の主張」

講師：川島禎子氏
　　  （高知県立文学館主任学芸員）
会場：１階研修室
※友の会総会 13:30～15:00

4月29日（水・祝）15:10～17:00
高知市制100周年記念シンボルキャラクター
「自由な私」岡本太郎画／当館蔵

□ 第101回高知近代史研究会報告 
　 「絵馬にみる土佐の庶民文化」
□ 「全国みんけん連」第1回大会レポート
□ 企画展「“漫画”が描いた明治の時代」
□ 第20回社会科自由研究作品展報告

500円（税込）　その土地ならではの穴場を探す紀行番組「ザ・穴場ツアー」の撮影で、
Ｕ字工事さんが来館しました。今回、高知編の穴場として取り上げられた
のは、鏡川の河口付近に浮かぶ小島、丸山台。自由民権運動とも縁が深
い丸山台について調べるた
めに、２人が当館を訪れまし
た。ヨーロッパから帰った板
垣退助が高知へ戻ってきた
際、盛大な帰国歓迎会が開
かれた丸山台付近の写真
などを通じて、その歴史に
触れていただきました。

『遺跡が語る高知市の歩み　高知市史考古編』
高知県出版文化賞・特別賞を受賞
　高知市史編さん委員会考古部会の調査研
究成果をまとめた本書が、令和元年度（第64
回）高知県出版文化賞・特別賞を受賞しまし
た。『絵図・地図編』『民俗編』に続く第３弾で、
先史時代から近現代に至るまで、最新の発
掘調査を元に、考古学から見た高知の歴史
を描いています。当館でも販売中ですので
ぜひ御一読ください。

またまた「泥めんこ」出現
　「自由のともしび」№86の資料紹介でも取り上げた「泥め
んこ」ですが、2019（令和元）年に実施された横堀公園（高
知市菜園場町）の発掘調査においても、泥めんこなどの玩
具が多く出土しました。
　ここ５～６年の発掘調査で
「自由」「板垣」といった泥め
んこが、旧高知城下の方々
で散見されたことは、大変
興味深いところです。

■企画展
「  漫画”が描いた明治の時代」
会場：２階特別展示室
※常設展観覧券が必要

4月25日（土）～2021（令和3）年3月28日（日）

”

■高知近代史研究会第102回研究会
　企画展「  漫画”が描いた明治の時代」
　記念講演会
「「汗血千里の駒」の挿絵画工
   山﨑年信の画業」
講師：中村茂生氏
　　  （高知近代史研究会会員）
会場：１階民権ホール

5月30日（土）14:00～16:00
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